
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】　統合コントローラから各コントローラへの情

報伝達が不能となる通信異常時、電力供給とクリープト

ルクの発生により、エンジン燃料が無くなるまで走行を

確保することができるハイブリッド車両の通信異常対応

制御装置を提供すること。

【解決手段】前記統合コントローラ１０から各コントロ

ーラ１，２への情報伝達が不能となる通信異常検出時、

前記統合コントローラ１０からの指令に代え、各コント

ローラ１，２からの独立した指令により、HEVモードを

選択し、前記モータジェネレータMGによりシステム動作

を維持できる発電トルクを発生しつつ、前記エンジンＥ

の制御により走行に必要なクリープトルクを発生する手

段とした。

【選択図】図１２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 走 行 モ ー ド と し て 、 エ ン ジ ン を 動 力 源 に 含 む ハ イ ブ リ ッ ド 車 走 行 モ ー ド と 、 モ ー タ ジ ェ
ネ レ ー タ の み を 動 力 源 と す る 電 気 自 動 車 走 行 モ ー ド と 、 を 有 し 、
　 少 な く と も 、 前 記 エ ン ジ ン を 制 御 す る エ ン ジ ン コ ン ト ロ ー ラ と 、 前 記 モ ー タ ジ ェ ネ レ ー
タ を 制 御 す る モ ー タ コ ン ト ロ ー ラ と 、 前 記 各 コ ン ト ロ ー ラ へ の 指 令 値 を 演 算 す る 統 合 コ ン
ト ロ ー ラ と 、 の 間 の 情 報 交 換 を 通 信 で 行 う ハ イ ブ リ ッ ド 車 両 に お い て 、
　 前 記 統 合 コ ン ト ロ ー ラ か ら 各 コ ン ト ロ ー ラ へ の 情 報 伝 達 が 不 能 と な る 通 信 異 常 を 検 出 す
る 通 信 異 常 検 出 手 段 と 、
　 通 信 異 常 検 出 時 、 前 記 統 合 コ ン ト ロ ー ラ か ら の 指 令 に 代 え 、 各 コ ン ト ロ ー ラ か ら の 独 立
し た 指 令 に よ り 、 ハ イ ブ リ ッ ド 車 走 行 モ ー ド を 選 択 し 、 前 記 モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ に よ り シ
ス テ ム 動 作 を 維 持 で き る 発 電 ト ル ク を 発 生 し つ つ 、 前 記 エ ン ジ ン の 制 御 に よ り 走 行 に 必 要
な ク リ ー プ ト ル ク を 発 生 す る 通 信 異 常 対 応 制 御 手 段 と 、
　 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る ハ イ ブ リ ッ ド 車 両 の 通 信 異 常 対 応 制 御 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 さ れ た ハ イ ブ リ ッ ド 車 両 の 通 信 異 常 対 応 制 御 装 置 に お い て 、
　 前 記 ハ イ ブ リ ッ ド 車 両 は 、 エ ン ジ ン と モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ と の 間 に 第 １ ク ラ ッ チ を 介 装
し 、 前 記 モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ と 駆 動 輪 と の 間 に 第 ２ ク ラ ッ チ を 介 装 し て ハ イ ブ リ ッ ド 駆 動
系 を 構 成 し 、
走 行 モ ー ド と し て 、 前 記 第 １ ク ラ ッ チ を 締 結 す る ハ イ ブ リ ッ ド 車 走 行 モ ー ド と 、 前 記 第 １
ク ラ ッ チ を 開 放 す る 電 気 自 動 車 走 行 モ ー ド と 、 を 有 し 、
前 記 エ ン ジ ン を 制 御 す る エ ン ジ ン コ ン ト ロ ー ラ と 、 前 記 モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ を 制 御 す る モ
ー タ コ ン ト ロ ー ラ と 、 前 記 第 １ ク ラ ッ チ 及 び 第 ２ ク ラ ッ チ の 締 結 ・ 開 放 を 制 御 す る ク ラ ッ
チ コ ン ト ロ ー ラ と 、 前 記 各 コ ン ト ロ ー ラ へ の 指 令 値 を 演 算 す る 統 合 コ ン ト ロ ー ラ と 、 の 間
の 情 報 交 換 を 通 信 で 行 い 、
　 前 記 通 信 異 常 対 応 制 御 手 段 は 、 ハ イ ブ リ ッ ド 車 走 行 モ ー ド で の 走 行 中 に 通 信 異 常 を 検 出
し た 場 合 で あ っ て 、 エ ン ジ ン 回 転 数 が ア イ ド ル 制 御 回 転 数 を 超 え て い る 場 合 、 前 記 モ ー タ
コ ン ト ロ ー ラ か ら は シ ス テ ム 動 作 を 維 持 で き る 発 電 ト ル ク を 得 る 指 令 を 出 力 し 、 前 記 エ ン
ジ ン コ ン ト ロ ー ラ か ら は 発 電 ト ル ク を 超 え る ク リ ー プ ト ル ク を 発 生 す る 指 令 を 出 力 し 、 前
記 ク ラ ッ チ コ ン ト ロ ー ラ か ら は 第 １ ク ラ ッ チ 及 び 第 ２ ク ラ ッ チ の 締 結 を 維 持 す る 指 令 を 出
力 す る こ と を 特 徴 と す る ハ イ ブ リ ッ ド 車 両 の 通 信 異 常 対 応 制 御 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 さ れ た ハ イ ブ リ ッ ド 車 両 の 通 信 異 常 対 応 制 御 装 置 に お い て 、
　 前 記 通 信 異 常 対 応 制 御 手 段 は 、 通 信 異 常 対 応 制 御 で の 走 行 中 、 ブ レ ー キ 操 作 に 伴 い 車 速
が ア イ ド ル 制 御 回 転 数 を 維 持 す る 第 １ 設 定 車 速 未 満 に な っ た 場 合 、 前 記 第 ２ ク ラ ッ チ を ス
リ ッ プ 締 結 に よ る 半 ク ラ ッ チ と し 、 エ ン ジ ン 回 転 数 を ア イ ド ル 制 御 回 転 数 に 維 持 す る ア イ
ド ル 制 御 を 行 い 、 ブ レ ー キ 操 作 解 除 に 伴 い 車 速 が ア イ ド ル 制 御 回 転 数 を 維 持 す る 第 １ 設 定
車 速 以 上 に な っ た ら 前 記 第 ２ ク ラ ッ チ を 半 ク ラ ッ チ か ら 完 全 締 結 に 復 帰 す る こ と を 特 徴 と
す る ハ イ ブ リ ッ ド 車 両 の 通 信 異 常 対 応 制 御 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 ２ ま た は ３ に 記 載 さ れ た ハ イ ブ リ ッ ド 車 両 の 通 信 異 常 対 応 制 御 装 置 に お い て 、
　 前 記 通 信 異 常 対 応 制 御 手 段 は 、 電 気 自 動 車 走 行 モ ー ド で の 走 行 中 に 通 信 異 常 を 検 出 し た
場 合 で あ っ て 、 車 速 が 車 両 の イ ナ ー シ ャ で 前 記 エ ン ジ ン の 始 動 が 可 能 な 第 ２ 設 定 車 速 以 上
の 場 合 、 前 記 第 ２ ク ラ ッ チ は 締 結 を 維 持 し 、 開 放 さ れ て い る 前 記 第 １ ク ラ ッ チ を 徐 々 に 締
結 し て 前 記 エ ン ジ ン を す り 上 げ 始 動 し 、 エ ン ジ ン 始 動 後 、 ア イ ド ル 制 御 へ 移 行 す る こ と を
特 徴 と す る ハ イ ブ リ ッ ド 車 両 の 通 信 異 常 対 応 制 御 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 ２ 乃 至 ４ の 何 れ か １ 項 に 記 載 さ れ た ハ イ ブ リ ッ ド 車 両 の 通 信 異 常 対 応 制 御 装 置 に
お い て 、
　 前 記 通 信 異 常 対 応 制 御 手 段 は 、 電 気 自 動 車 走 行 モ ー ド で の 走 行 中 に 通 信 異 常 を 検 出 し た
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場 合 で あ っ て 、 車 速 が 車 両 の イ ナ ー シ ャ で 前 記 エ ン ジ ン の 始 動 が 可 能 な 第 ２ 設 定 車 速 未 満
の 場 合 、 車 両 を 停 止 し 、 車 両 停 止 後 、 前 記 第 １ ク ラ ッ チ を 締 結 し 、 前 記 第 ２ ク ラ ッ チ を 開
放 し 、 車 両 停 止 後 、 ク ラ ッ チ の 切 り 替 わ り 時 間 を 経 過 し た ら 、 モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ ト ル ク
を 発 生 し て 前 記 エ ン ジ ン を 始 動 し 、 エ ン ジ ン 始 動 を 判 定 し た ら モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ ト ル ク
を 発 電 ト ル ク に 移 行 し 、 前 記 エ ン ジ ン は ア イ ド ル 制 御 へ 移 行 し 、 そ の 後 、 前 記 第 ２ ク ラ ッ
チ を ス リ ッ プ 締 結 に よ る 半 ク ラ ッ チ と す る こ と を 特 徴 と す る ハ イ ブ リ ッ ド 車 両 の 通 信 異 常
対 応 制 御 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 走 行 モ ー ド と し て 、 エ ン ジ ン を 動 力 源 に 含 む ハ イ ブ リ ッ ド 車 走 行 モ ー ド と 、 モ ー タ ジ ェ
ネ レ ー タ の み を 動 力 源 と す る 電 気 自 動 車 走 行 モ ー ド と 、 を 有 し 、
　 少 な く と も 、 前 記 エ ン ジ ン を 制 御 す る エ ン ジ ン コ ン ト ロ ー ラ と 、 前 記 モ ー タ ジ ェ ネ レ ー
タ を 制 御 す る モ ー タ コ ン ト ロ ー ラ と 、 前 記 各 コ ン ト ロ ー ラ へ の 指 令 値 を 演 算 す る 統 合 コ ン
ト ロ ー ラ と 、 の 間 の 情 報 交 換 を 通 信 で 行 う ハ イ ブ リ ッ ド 車 両 に お い て 、
　 前 記 統 合 コ ン ト ロ ー ラ か ら 各 コ ン ト ロ ー ラ へ の 情 報 伝 達 が 不 能 と な る 通 信 異 常 を 検 出 し
た 時 、 前 記 統 合 コ ン ト ロ ー ラ か ら の 指 令 に 代 え 、 各 コ ン ト ロ ー ラ か ら の 独 立 し た 指 令 に よ
り 、 ハ イ ブ リ ッ ド 車 走 行 モ ー ド を 選 択 し 、 前 記 モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ に よ り シ ス テ ム 動 作 を
維 持 で き る 発 電 ト ル ク を 発 生 し つ つ 、 前 記 エ ン ジ ン の 制 御 に よ り 走 行 に 必 要 な ク リ ー プ ト
ル ク を 発 生 す る こ と を 特 徴 と す る ハ イ ブ リ ッ ド 車 両 の 通 信 異 常 対 応 制 御 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 走 行 モ ー ド と し て 、 ハ イ ブ リ ッ ド 車 走 行 モ ー ド と 電 気 自 動 車 走 行 モ ー ド を 有
し 、 少 な く と も 、 エ ン ジ ン コ ン ト ロ ー ラ と モ ー タ コ ン ト ロ ー ラ と 統 合 コ ン ト ロ ー ラ と の 間
の 情 報 交 換 を 通 信 で 行 う ハ イ ブ リ ッ ド 車 両 の 通 信 異 常 対 応 制 御 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 エ ン ジ ン と モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ と の 間 に 第 １ ク ラ ッ チ を 介 装 し 、 前 記 モ ー タ ジ ェ
ネ レ ー タ と 駆 動 輪 と の 間 に 第 ２ ク ラ ッ チ を 介 装 し て ハ イ ブ リ ッ ド 駆 動 系 を 構 成 し 、 走 行 モ
ー ド と し て 、 前 記 第 １ ク ラ ッ チ を 締 結 す る ハ イ ブ リ ッ ド 車 走 行 モ ー ド と 、 前 記 第 １ ク ラ ッ
チ を 開 放 す る 電 気 自 動 車 走 行 モ ー ド と 、 を 有 し 、 前 記 エ ン ジ ン を 制 御 す る エ ン ジ ン Ｅ Ｃ Ｕ
と 、 前 記 モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ を 制 御 す る M/GＥ Ｃ Ｕ と 、 前 記 第 １ ク ラ ッ チ 及 び 第 ２ ク ラ ッ
チ の 締 結 ・ 開 放 を 制 御 す る T/MＥ Ｃ Ｕ と 、 前 記 エ ン ジ ン Ｅ Ｃ Ｕ 、 M/GＥ Ｃ Ｕ 、 T/MＥ Ｃ Ｕ へ
の 指 令 値 を 演 算 す る 車 両 Ｅ Ｃ Ｕ と 、 の 間 の 情 報 交 換 を 通 信 で 行 う ハ イ ブ リ ッ ド 車 両 が 知 ら
れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ １ － ８ ２ ２ ６ ０ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し な が ら 、 従 来 の ハ イ ブ リ ッ ド 車 両 に あ っ て は 、 ハ イ ブ リ ッ ド 車 走 行 モ ー ド 、 あ る
い は 、 電 気 自 動 車 走 行 モ ー ド で の 走 行 中 に 通 信 異 常 が 発 生 す る と 、 モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ に
よ り シ ス テ ム 動 作 を 維 持 す る 発 電 ト ル ク を 発 生 す る 指 令 が 出 力 さ れ な い た め 、 バ ッ テ リ に
電 力 が 十 分 有 る 場 合 、 し ば ら く 走 行 可 能 で あ る が 、 や が て バ ッ テ リ 電 力 を 使 い 切 る と 車 両
が 停 止 し て し ま う 、 と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 問 題 に 着 目 し て な さ れ た も の で 、 統 合 コ ン ト ロ ー ラ か ら 各 コ ン ト ロ ー ラ
へ の 情 報 伝 達 が 不 能 と な る 通 信 異 常 時 、 電 力 供 給 と ク リ ー プ ト ル ク の 発 生 に よ り 、 エ ン ジ
ン 燃 料 が 無 く な る ま で 走 行 を 確 保 す る こ と が で き る ハ イ ブ リ ッ ド 車 両 の 通 信 異 常 対 応 制 御
装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
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　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 で は 、 走 行 モ ー ド と し て 、 エ ン ジ ン を 動 力 源 に 含 む ハ
イ ブ リ ッ ド 車 走 行 モ ー ド と 、 モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ の み を 動 力 源 と す る 電 気 自 動 車 走 行 モ ー
ド と 、 を 有 し 、
少 な く と も 、 前 記 エ ン ジ ン を 制 御 す る エ ン ジ ン コ ン ト ロ ー ラ と 、 前 記 モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ
を 制 御 す る モ ー タ コ ン ト ロ ー ラ と 、 前 記 各 コ ン ト ロ ー ラ へ の 指 令 値 を 演 算 す る 統 合 コ ン ト
ロ ー ラ と 、 の 間 の 情 報 交 換 を 通 信 で 行 う ハ イ ブ リ ッ ド 車 両 に お い て 、
前 記 統 合 コ ン ト ロ ー ラ か ら 各 コ ン ト ロ ー ラ へ の 情 報 伝 達 が 不 能 と な る 通 信 異 常 を 検 出 す る
通 信 異 常 検 出 手 段 と 、
通 信 異 常 検 出 時 、 前 記 統 合 コ ン ト ロ ー ラ か ら の 指 令 に 代 え 、 各 コ ン ト ロ ー ラ か ら の 独 立 し
た 指 令 に よ り 、 ハ イ ブ リ ッ ド 車 走 行 モ ー ド を 選 択 し 、 前 記 モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ に よ り シ ス
テ ム 動 作 を 維 持 で き る 発 電 ト ル ク を 発 生 し つ つ 、 前 記 エ ン ジ ン の 制 御 に よ り 走 行 に 必 要 な
ク リ ー プ ト ル ク を 発 生 す る 通 信 異 常 対 応 制 御 手 段 と 、
を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 よ っ て 、 本 発 明 の ハ イ ブ リ ッ ド 車 両 の 通 信 異 常 対 応 制 御 装 置 に あ っ て は 、 通 信 異 常 検 出
時 、 通 信 異 常 対 応 制 御 手 段 に お い て 、 統 合 コ ン ト ロ ー ラ か ら の 指 令 に 代 え 、 各 コ ン ト ロ ー
ラ か ら の 独 立 し た 指 令 に よ り 、 エ ン ジ ン を 動 力 源 に 含 む ハ イ ブ リ ッ ド 車 走 行 モ ー ド が 選 択
さ れ 、 モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ に よ り シ ス テ ム 動 作 を 維 持 で き る 発 電 ト ル ク を 発 生 し つ つ 、 エ
ン ジ ン の 制 御 に よ り 走 行 に 必 要 な ク リ ー プ ト ル ク が 発 生 さ れ る 。
す な わ ち 、 通 信 異 常 時 に は 統 合 コ ン ト ロ ー ラ か ら 各 コ ン ト ロ ー ラ へ の 情 報 伝 達 が 不 能 と な
る こ と で 、 統 合 コ ン ト ロ ー ラ か ら の 指 令 に 基 づ く 、 走 行 モ ー ド 遷 移 制 御 や ア ク セ ル 開 度 に
応 じ た 駆 動 力 制 御 が で き な く な る 。 し か し 、 モ ー タ コ ン ト ロ ー ラ は 、 モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ
を エ ン ジ ン 車 の オ ル タ ネ ー タ 代 わ り と し て 発 電 さ せ る 発 電 制 御 機 能 等 を 独 自 に 有 す る し 、
エ ン ジ ン コ ン ト ロ ー ラ は 、 エ ン ジ ン ス ト ー ル し な い よ う に エ ン ジ ン 回 転 数 を ア イ ド ル 制 御
回 転 数 に 制 御 す る ア イ ド ル 制 御 機 能 等 を 独 自 に 有 す る 。 そ こ で 、 通 信 異 常 の 検 出 時 、 モ ー
タ コ ン ト ロ ー ラ や エ ン ジ ン コ ン ト ロ ー ラ が 独 自 に 持 つ 制 御 機 能 を 活 用 す る 通 信 異 常 対 応 制
御 に 切 り 替 え る こ と で 、 バ ッ テ リ 電 力 を 使 い 切 る こ と 無 く 、 エ ン ジ ン 燃 料 が 無 く な る ま で
走 行 可 能 で あ る 。
こ の 結 果 、 統 合 コ ン ト ロ ー ラ か ら 各 コ ン ト ロ ー ラ へ の 情 報 伝 達 が 不 能 と な る 通 信 異 常 時 、
電 力 供 給 と ク リ ー プ ト ル ク の 発 生 に よ り 、 エ ン ジ ン 燃 料 が 無 く な る ま で 走 行 を 確 保 す る こ
と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 以 下 、 本 発 明 の ハ イ ブ リ ッ ド 車 両 の 通 信 異 常 対 応 制 御 装 置 を 実 現 す る 最 良 の 形 態 を 、 図
面 に 示 す 実 施 例 １ に 基 づ い て 説 明 す る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま ず 、 ハ イ ブ リ ッ ド 車 両 の 駆 動 系 構 成 を 説 明 す る 。
図 １ は 実 施 例 １ の 通 信 異 常 対 応 制 御 装 置 が 適 用 さ れ た 後 輪 駆 動 に よ る ハ イ ブ リ ッ ド 車 両 を
示 す 全 体 シ ス テ ム 図 で あ る 。
実 施 例 １ に お け る ハ イ ブ リ ッ ド 車 の 駆 動 系 は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 エ ン ジ ン Ｅ と 、 フ ラ イ
ホ イ ー ル FWと 、 第 １ ク ラ ッ チ CL1と 、 モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ MGと 、 第 ２ ク ラ ッ チ CL2と 、 自 動
変 速 機 ATと 、 プ ロ ペ ラ シ ャ フ ト PSと 、 デ ィ フ ァ レ ン シ ャ ル DFと 、 左 ド ラ イ ブ シ ャ フ ト DSL
と 、 右 ド ラ イ ブ シ ャ フ ト DSRと 、 左 後 輪 RL（ 駆 動 輪 ） と 、 右 後 輪 RR（ 駆 動 輪 ） と 、 を 有 す
る 。 な お 、 FLは 左 前 輪 、 FRは 右 前 輪 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 前 記 エ ン ジ ン Ｅ は 、 ガ ソ リ ン エ ン ジ ン や デ ィ ー ゼ ル エ ン ジ ン で あ り 、 後 述 す る エ ン ジ ン
コ ン ト ロ ー ラ １ か ら の 制 御 指 令 に 基 づ い て 、 ス ロ ッ ト ル バ ル ブ の バ ル ブ 開 度 等 が 制 御 さ れ
る 。 な お 、 エ ン ジ ン 出 力 軸 に は フ ラ イ ホ イ ー ル FWが 設 け ら れ て い る 。
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【 ０ ０ １ ０ 】
　 前 記 第 １ ク ラ ッ チ CL1は 、 前 記 エ ン ジ ン Ｅ と モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ MGと の 間 に 介 装 さ れ た
ク ラ ッ チ で あ り 、 後 述 す る 第 １ ク ラ ッ チ コ ン ト ロ ー ラ ５ か ら の 制 御 指 令 に 基 づ い て 、 第 １
ク ラ ッ チ 油 圧 ユ ニ ッ ト ６ に よ り 作 り 出 さ れ た 制 御 油 圧 に よ り 、 ス リ ッ プ 締 結 と ス リ ッ プ 開
放 を 含 み 締 結 ・ 開 放 が 制 御 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 前 記 モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ MGは 、 ロ ー タ に 永 久 磁 石 を 埋 設 し ス テ ー タ に ス テ ー タ コ イ ル が
巻 き 付 け ら れ た 同 期 型 モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ で あ り 、 後 述 す る モ ー タ コ ン ト ロ ー ラ ２ か ら の
制 御 指 令 に 基 づ い て 、 イ ン バ ー タ ３ に よ り 作 り 出 さ れ た 三 相 交 流 を 印 加 す る こ と に よ り 制
御 さ れ る 。 こ の モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ MGは 、 バ ッ テ リ ４ か ら の 電 力 の 供 給 を 受 け て 回 転 駆 動
す る 電 動 機 と し て 動 作 す る こ と も で き る し （ 以 下 、 こ の 状 態 を 「 力 行 」 と 呼 ぶ ） 、 ロ ー タ
が 外 力 に よ り 回 転 し て い る 場 合 に は 、 ス テ ー タ コ イ ル の 両 端 に 起 電 力 を 生 じ さ せ る 発 電 機
と し て 機 能 し て バ ッ テ リ ４ を 充 電 す る こ と も で き る （ 以 下 、 こ の 動 作 状 態 を 「 回 生 」 と 呼
ぶ ） 。 な お 、 こ の モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ MGの ロ ー タ は 、 図 外 の ダ ン パ ー を 介 し て 自 動 変 速 機
ATの 入 力 軸 に 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 前 記 第 ２ ク ラ ッ チ CL2は 、 前 記 モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ MGと 左 右 後 輪 RL,RRと の 間 に 介 装 さ れ
た ク ラ ッ チ で あ り 、 後 述 す る Ａ Ｔ コ ン ト ロ ー ラ ７ か ら の 制 御 指 令 に 基 づ い て 、 第 ２ ク ラ ッ
チ 油 圧 ユ ニ ッ ト ８ に よ り 作 り 出 さ れ た 制 御 油 圧 に よ り 、 ス リ ッ プ 締 結 と ス リ ッ プ 開 放 を 含
み 締 結 ・ 開 放 が 制 御 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 前 記 自 動 変 速 機 ATは 、 例 え ば 、 前 進 ５ 速 後 退 １ 速 や 前 進 ６ 速 後 退 １ 速 等 の 有 段 階 の 変 速
比 を 車 速 や ア ク セ ル 開 度 等 に 応 じ て 自 動 的 に 切 り 換 え る 変 速 機 で あ り 、 前 記 第 ２ ク ラ ッ チ
CL2は 、 専 用 ク ラ ッ チ と し て 新 た に 追 加 し た も の で は な く 、 自 動 変 速 機 ATの 各 変 速 段 に て
締 結 さ れ る 複 数 の 摩 擦 締 結 要 素 の う ち 、 い く つ か の 摩 擦 締 結 要 素 を 流 用 し て い る 。 そ し て
、 前 記 自 動 変 速 機 ATの 出 力 軸 は 、 プ ロ ペ ラ シ ャ フ ト PS、 デ ィ フ ァ レ ン シ ャ ル DF、 左 ド ラ イ
ブ シ ャ フ ト DSL、 右 ド ラ イ ブ シ ャ フ ト DSRを 介 し て 左 右 後 輪 RL,RRに 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 前 記 第 １ ク ラ ッ チ CL1と 第 ２ ク ラ ッ チ CL2に は 、 例 え ば 、 比 例 ソ レ ノ イ ド で 油 流 量 お よ び
油 圧 を 連 続 的 に 制 御 で き る 湿 式 多 板 ク ラ ッ チ を 用 い れ ば よ い 。 こ の ハ イ ブ リ ッ ド 駆 動 系 に
は 、 第 １ ク ラ ッ チ CL1の 締 結 ・ 開 放 状 態 に 応 じ て ２ つ の 運 転 モ ー ド が あ り 、 第 １ ク ラ ッ チ C
L1の 開 放 状 態 で は 、 モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ MGの 動 力 の み で 走 行 す る 電 気 自 動 車 走 行 モ ー ド （
以 下 、 「 EVモ ー ド 」 と 略 称 す る 。 ） で あ り 、 第 １ ク ラ ッ チ CL1の 締 結 状 態 で は 、 エ ン ジ ン
Ｅ と モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ MGの 動 力 で 走 行 す る ハ イ ブ リ ッ ド 車 走 行 モ ー ド （ 以 下 、 「 HEVモ
ー ド 」 と 略 称 す る 。 ） で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 次 に 、 ハ イ ブ リ ッ ド 車 両 の 制 御 系 を 説 明 す る 。
実 施 例 １ に お け る ハ イ ブ リ ッ ド 車 両 の 制 御 系 は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 エ ン ジ ン コ ン ト ロ ー
ラ １ と 、 モ ー タ コ ン ト ロ ー ラ ２ と 、 イ ン バ ー タ ３ と 、 バ ッ テ リ ４ と 、 第 １ ク ラ ッ チ コ ン ト
ロ ー ラ ５ （ ク ラ ッ チ コ ン ト ロ ー ラ ） と 、 第 １ ク ラ ッ チ 油 圧 ユ ニ ッ ト ６ と 、 Ａ Ｔ コ ン ト ロ ー
ラ ７ （ ク ラ ッ チ コ ン ト ロ ー ラ ） と 、 第 ２ ク ラ ッ チ 油 圧 ユ ニ ッ ト ８ と 、 ブ レ ー キ コ ン ト ロ ー
ラ ９ と 、 統 合 コ ン ト ロ ー ラ １ ０ と 、 を 有 し て 構 成 さ れ て い る 。 な お 、 エ ン ジ ン コ ン ト ロ ー
ラ １ と 、 モ ー タ コ ン ト ロ ー ラ ２ と 、 第 １ ク ラ ッ チ コ ン ト ロ ー ラ ５ と 、 Ａ Ｔ コ ン ト ロ ー ラ ７
と 、 ブ レ ー キ コ ン ト ロ ー ラ ９ と 、 統 合 コ ン ト ロ ー ラ １ ０ と は 、 互 い に 情 報 交 換 が 可 能 な Ｃ
Ａ Ｎ 通 信 線 １ １ を 介 し て 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 前 記 エ ン ジ ン コ ン ト ロ ー ラ １ は 、 エ ン ジ ン 回 転 数 セ ン サ １ ２ か ら の エ ン ジ ン 回 転 数 情 報
を 入 力 し 、 統 合 コ ン ト ロ ー ラ １ ０ か ら の 目 標 エ ン ジ ン ト ル ク 指 令 等 に 応 じ 、 エ ン ジ ン 動 作
点 （ Ne,Te） を 制 御 す る 指 令 を 、 例 え ば 、 図 外 の ス ロ ッ ト ル バ ル ブ ア ク チ ュ エ ー タ へ 出 力
す る 。 な お 、 エ ン ジ ン 回 転 数 Neの 情 報 は 、 Ｃ Ａ Ｎ 通 信 線 １ １ を 介 し て 統 合 コ ン ト ロ ー ラ １
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０ へ 供 給 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 前 記 モ ー タ コ ン ト ロ ー ラ ２ は 、 モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ MGの ロ ー タ 回 転 位 置 を 検 出 す る レ ゾ
ル バ １ ３ か ら の 情 報 を 入 力 し 、 統 合 コ ン ト ロ ー ラ １ ０ か ら の 目 標 モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ ト ル
ク 指 令 等 に 応 じ 、 モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ MGの モ ー タ 動 作 点 （ Nm,Tm） を 制 御 す る 指 令 を イ ン
バ ー タ ３ へ 出 力 す る 。 な お 、 こ の モ ー タ コ ン ト ロ ー ラ ２ で は 、 バ ッ テ リ ４ の 充 電 状 態 を あ
ら わ す バ ッ テ リ SOCを 監 視 し て い て 、 バ ッ テ リ SOC情 報 は 、 モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ MGの 制 御 情
報 に 用 い る と 共 に 、 Ｃ Ａ Ｎ 通 信 線 １ １ を 介 し て 統 合 コ ン ト ロ ー ラ １ ０ へ 供 給 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 前 記 第 １ ク ラ ッ チ コ ン ト ロ ー ラ ５ は 、 第 １ ク ラ ッ チ 油 圧 セ ン サ １ ４ と 第 １ ク ラ ッ チ ス ト
ロ ー ク セ ン サ １ ５ か ら の セ ン サ 情 報 を 入 力 し 、 統 合 コ ン ト ロ ー ラ １ ０ か ら の 第 １ ク ラ ッ チ
制 御 指 令 に 応 じ 、 第 １ ク ラ ッ チ CL1の 締 結 ・ 開 放 を 制 御 す る 指 令 を 第 １ ク ラ ッ チ 油 圧 ユ ニ
ッ ト ６ に 出 力 す る 。 な お 、 第 １ ク ラ ッ チ ス ト ロ ー ク C1Sの 情 報 は 、 Ｃ Ａ Ｎ 通 信 線 １ １ を 介
し て 統 合 コ ン ト ロ ー ラ １ ０ へ 供 給 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 前 記 ATコ ン ト ロ ー ラ ７ は 、 ア ク セ ル 開 度 セ ン サ １ ６ と 車 速 セ ン サ １ ７ と 第 ２ ク ラ ッ チ 油
圧 セ ン サ １ ８ か ら の セ ン サ 情 報 を 入 力 し 、 統 合 コ ン ト ロ ー ラ １ ０ か ら の 第 ２ ク ラ ッ チ 制 御
指 令 に 応 じ 、 第 ２ ク ラ ッ チ CL2の 締 結 ・ 開 放 を 制 御 す る 指 令 を AT油 圧 コ ン ト ロ ー ル バ ル ブ
内 の 第 ２ ク ラ ッ チ 油 圧 ユ ニ ッ ト ８ に 出 力 す る 。 な お 、 ア ク セ ル 開 度 APと 車 速 VSPの 情 報 は
、 Ｃ Ａ Ｎ 通 信 線 １ １ を 介 し て 統 合 コ ン ト ロ ー ラ １ ０ へ 供 給 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 前 記 ブ レ ー キ コ ン ト ロ ー ラ ９ は 、 ４ 輪 の 各 車 輪 速 を 検 出 す る 車 輪 速 セ ン サ １ ９ と ブ レ ー
キ ス ト ロ ー ク セ ン サ ２ ０ か ら の セ ン サ 情 報 を 入 力 し 、 例 え ば 、 ブ レ ー キ 踏 み 込 み 制 動 時 、
ブ レ ー キ ス ト ロ ー ク BSか ら 求 め ら れ る 要 求 制 動 力 に 対 し 回 生 制 動 力 だ け で は 不 足 す る 場 合
、 そ の 不 足 分 を 機 械 制 動 力 （ 液 圧 制 動 力 や モ ー タ 制 動 力 ） で 補 う よ う に 、 統 合 コ ン ト ロ ー
ラ １ ０ か ら の 回 生 協 調 制 御 指 令 に 基 づ い て 回 生 協 調 ブ レ ー キ 制 御 を 行 う 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 前 記 統 合 コ ン ト ロ ー ラ １ ０ は 、 車 両 全 体 の 消 費 エ ネ ル ギ を 管 理 し 、 最 高 効 率 で 車 両 を 走
ら せ る た め の 機 能 を 担 う も の で 、 モ ー タ 回 転 数 Nmを 検 出 す る モ ー タ 回 転 数 セ ン サ ２ １ と 、
第 ２ ク ラ ッ チ 出 力 回 転 数 N2outを 検 出 す る 第 ２ ク ラ ッ チ 出 力 回 転 数 セ ン サ ２ ２ と 、 第 ２ ク
ラ ッ チ ト ル ク TCL2を 検 出 す る 第 ２ ク ラ ッ チ ト ル ク セ ン サ ２ ３ か ら の 情 報 お よ び Ｃ Ａ Ｎ 通 信
線 １ １ を 介 し て 得 ら れ た 情 報 を 入 力 す る 。
そ し て 、 統 合 コ ン ト ロ ー ラ １ ０ は 、 前 記 エ ン ジ ン コ ン ト ロ ー ラ １ へ の 制 御 指 令 に よ る エ ン
ジ ン Ｅ の 動 作 制 御 と 、 前 記 モ ー タ コ ン ト ロ ー ラ ２ へ の 制 御 指 令 に よ る モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ
MGの 動 作 制 御 と 、 前 記 第 １ ク ラ ッ チ コ ン ト ロ ー ラ ５ へ の 制 御 指 令 に よ る 第 １ ク ラ ッ チ CL1
の 締 結 ・ 開 放 制 御 と 、 前 記 Ａ Ｔ コ ン ト ロ ー ラ ７ へ の 制 御 指 令 に よ る 第 ２ ク ラ ッ チ CL2の 締
結 ・ 開 放 制 御 と 、 を 行 う 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 以 下 に 、 図 ２ に 示 す ブ ロ ッ ク 図 を 用 い て 、 実 施 例 １ の 統 合 コ ン ト ロ ー ラ １ ０ に て 演 算 さ
れ る 制 御 を 説 明 す る 。 例 え ば 、 こ の 演 算 は 、 制 御 周 期 10msec毎 に 統 合 コ ン ト ロ ー ラ １ ０ で
演 算 さ れ る 。
前 記 統 合 コ ン ト ロ ー ラ １ ０ は 、 目 標 駆 動 力 演 算 部 100と 、 モ ー ド 選 択 部 200と 、 目 標 充 放 電
演 算 部 300と 、 動 作 点 指 令 部 400と 、 変 速 制 御 部 500と 、 を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 前 記 目 標 駆 動 力 演 算 部 100で は 、 図 ３ に 示 す 目 標 駆 動 力 マ ッ プ を 用 い て 、 ア ク セ ル 開 度 A
POと 車 速 VSPと か ら 、 目 標 駆 動 力 tFoOを 演 算 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 前 記 モ ー ド 選 択 部 200で は 、 図 ４ に 示 す EV-HEV選 択 マ ッ プ を 用 い て 、 ア ク セ ル 開 度 APOと
車 速 VSPと か ら 、 目 標 モ ー ド を 演 算 す る 。 但 し 、 バ ッ テ リ SOCが 所 定 値 以 下 で あ れ ば 、 強 制
的 に HEVモ ー ド を 目 標 モ ー ド と す る 。
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【 ０ ０ ２ ５ 】
　 前 記 目 標 充 放 電 演 算 部 300で は 、 図 ５ に 示 す 目 標 充 放 電 量 マ ッ プ を 用 い て 、 バ ッ テ リ SOC
か ら 目 標 充 放 電 電 力 tPを 演 算 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 前 記 動 作 点 指 令 部 400で は 、 ア ク セ ル 開 度 APOと 、 目 標 駆 動 力 tFoOと 、 目 標 モ ー ド と 、 車
速 VSPと 、 目 標 充 放 電 電 力 tPと か ら 、 こ れ ら の 動 作 点 到 達 目 標 と し て 、 過 渡 的 な 目 標 エ ン
ジ ン ト ル ク と 目 標 モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ ト ル ク と 目 標 第 ２ ク ラ ッ チ ト ル ク 容 量 と 目 標 自 動 変
速 シ フ ト と 第 １ ク ラ ッ チ ソ レ ノ イ ド 電 流 指 令 を 演 算 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 前 記 変 速 制 御 部 500で は 、 目 標 第 ２ ク ラ ッ チ ト ル ク 容 量 と 目 標 自 動 変 速 シ フ ト と か ら 、
こ れ ら を 達 成 す る よ う に 自 動 変 速 機 AT内 の ソ レ ノ イ ド バ ル ブ を 駆 動 制 御 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ６ は 統 合 コ ン ト ロ ー ラ １ ０ の 動 作 点 指 令 部 400に て 演 算 さ れ る 動 作 点 指 令 演 算 処 理 の
流 れ を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ り 、 以 下 、 各 ス テ ッ プ に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ 401で は 、 目 標 駆 動 力 tFoOに 所 定 の 味 付 け を 行 っ た 過 渡 目 標 駆 動 力 tFoを 演 算
し 、 ス テ ッ プ Ｓ 402へ 移 行 す る 。
例 え ば 、 目 標 駆 動 力 tFoOを 入 力 と す る 所 定 の 時 定 数 の ロ ー パ ス フ ィ ル タ 出 力 を 過 渡 目 標 駆
動 力 tFoと す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ 402で は 、 ス テ ッ プ Ｓ 401で の 過 渡 目 標 駆 動 力 演 算 に 続 き 、 次 式 を 用 い て 自 動
変 速 機 ATの 目 標 入 力 ト ル ク tTinを 演 算 し 、 ス テ ッ プ Ｓ 403へ 移 行 す る 。
tTin＝ tFo× rt/if/iG　 　 　 　 　 　 　 … (1)
こ こ で 、 rtは タ イ ヤ 半 径 、 ifは フ ァ イ ナ ル ギ ア 比 、 iGは 現 時 刻 に お け る 実 際 の 自 動 変 速 シ
フ ト の ギ ア 比 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ 403で は 、 ス テ ッ プ Ｓ 402で の 目 標 入 力 ト ル ク 演 算 に 続 き 、 図 ７ に 示 す シ フ ト
マ ッ プ を 用 い て 、 ア ク セ ル 開 度 APOと 車 速 VSPと か ら 目 標 自 動 変 速 シ フ ト を 演 算 し 、 ス テ ッ
プ Ｓ 404へ 移 行 す る 。
図 ７ に お い て 、 実 線 が ア ッ プ シ フ ト 線 で あ り 、 破 線 が ダ ウ ン シ フ ト 線 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ 404で は 、 ス テ ッ プ Ｓ 403で の 目 標 自 動 変 速 シ フ ト 演 算 に 続 き 、 目 標 モ ー ド に
し た が い 、 モ ー ド の 選 択 を 行 い 、 ス テ ッ プ Ｓ 405へ 移 行 す る 。
定 常 的 に は 、 EVモ ー ド も し く は HEVモ ー ド で 走 行 す る 。 し か し 、 運 転 点 が 図 ４ に 示 す EV-HE
V選 択 マ ッ プ の HEV⇒ EV切 替 線 を 跨 ぐ 場 合 に は 、 HEV走 行 モ ー ド か ら EV走 行 モ ー ド へ の モ ー
ド 遷 移 制 御 が 実 行 さ れ 、 運 転 点 が 図 ４ に 示 す EV-HEV選 択 マ ッ プ の EV⇒ HEV切 替 線 を 跨 ぐ 場
合 に は 、 EV走 行 モ ー ド か ら HEV走 行 モ ー ド へ の モ ー ド 遷 移 制 御 が 実 行 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ 405で は 、 ス テ ッ プ Ｓ 404で の モ ー ド 設 定 に 続 き 、 目 標 入 力 ト ル ク tTinと 自 動
変 速 機 入 力 回 転 数 Ninと エ ン ジ ン 回 転 数 Neと か ら 、 HEVモ ー ド で あ れ ば 次 式 を 用 い て 理 想 エ
ン ジ ン ト ル ク tTeOを 演 算 す る 。
tTeO＝ (tTin× Nin－ tP)/Ne　 　 　 　 　 　 　 　 … (2)
そ し て 、 図 ８ に 示 す 最 大 エ ン ジ ン ト ル ク マ ッ プ を 用 い て 、 エ ン ジ ン 回 転 数 Neに 応 じ た 最 大
エ ン ジ ン ト ル ク で 理 想 エ ン ジ ン ト ル ク tTeOを 制 限 し た も の を 目 標 エ ン ジ ン ト ル ク tTeと す
る 。 ま た 、 EVモ ー ド で あ れ ば 、 目 標 エ ン ジ ン ト ル ク tTeを ゼ ロ と す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ 406で は 、 ス テ ッ プ Ｓ 405で の 目 標 エ ン ジ ン ト ル ク 演 算 に 続 き 、 EVモ ー ド も し
く は HEVモ ー ド の い ず れ か で あ れ ば 、 次 式 を 用 い て 目 標 モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ ト ル ク tTmを 演
算 す る 。 モ ー ド 切 替 中 で あ れ ば 、 後 述 す る モ ー ド 切 替 中 の 操 作 に し た が っ て 目 標 モ ー タ ジ
ェ ネ レ ー タ ト ル ク を 決 め る 。
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tTm＝ tTin－ tTe　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 … (3)
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ 407で は 、 ス テ ッ プ Ｓ 406で の 目 標 モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ ト ル ク 演 算 に 続 き 、 EV
モ ー ド で あ れ ば 目 標 第 １ ク ラ ッ チ ト ル ク 容 量 を ゼ ロ と し 、 HEVモ ー ド で あ れ ば 目 標 第 １ ク
ラ ッ チ ト ル ク 容 量 を 最 大 値 と す る 。 モ ー ド 切 替 中 で あ れ ば 、 後 述 す る モ ー ド 切 替 中 の 操 作
に し た が っ て 目 標 第 １ ク ラ ッ チ ト ル ク 容 量 を 決 め る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ 408で は 、 ス テ ッ プ Ｓ 407で の 目 標 第 １ ク ラ ッ チ ト ル ク 容 量 演 算 に 続 き 、 EVモ
ー ド で あ れ ば 目 標 第 ２ ク ラ ッ チ ト ル ク 容 量 tcTcl2を EVモ ー ド で の 最 大 駆 動 力 相 当 evTmaxと
し 、 HEVモ ー ド で あ れ ば 目 標 第 ２ ク ラ ッ チ ト ル ク 容 量 tcTcl2を 最 大 値 と す る 。 モ ー ド 切 替
中 で あ れ ば 、 後 述 す る モ ー ド 切 替 中 の 操 作 に し た が っ て 目 標 第 ２ ク ラ ッ チ ト ル ク 容 量 tcTc
l2を 決 め 、 エ ン ド へ 移 行 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 ９ は エ ン ジ ン コ ン ト ロ ー ラ １ に て 実 行 さ れ る 通 信 異 常 対 応 エ ン ジ ン 制 御 処 理 の 流 れ を
示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ り 、 以 下 、 各 ス テ ッ プ に つ い て 説 明 す る （ 通 信 異 常 対 応 制 御 手 段
） 。 な お 、 こ の 処 理 は 、 例 え ば 、 10msecの 制 御 周 期 に よ り 実 行 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ 101で は 、 統 合 コ ン ト ロ ー ラ １ ０ か ら 各 コ ン ト ロ ー ラ １ ， ２ ， ５ ， ７ へ の Ｃ
Ａ Ｎ 通 信 線 １ １ を 介 し た 情 報 伝 達 が 不 能 と な る 通 信 異 常 で あ る か 否 か を 判 断 し 、 Yesの 場
合 は ス テ ッ プ Ｓ 102へ 移 行 し 、 Noの 場 合 は リ タ ー ン へ 移 行 す る （ 通 信 異 常 検 出 手 段 ） 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ 102で は 、 ス テ ッ プ Ｓ 101で の 通 信 異 常 判 断 に 続 き 、 エ ン ジ ン Ｅ が 作 動 し て い
る か 否 か を 判 断 し 、 Yesの 場 合 は ス テ ッ プ Ｓ 103へ 移 行 し 、 Noの 場 合 は ス テ ッ プ Ｓ 108へ 移
行 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ 103で は 、 ス テ ッ プ Ｓ 102で の エ ン ジ ン 作 動 判 断 に 続 き 、 エ ン ジ ン 回 転 数 が ア
イ ド ル 制 御 回 転 数 を 超 え て い る か 否 か を 判 断 し 、 Yesの 場 合 は ス テ ッ プ Ｓ 104へ 移 行 し 、 No
の 場 合 は ス テ ッ プ Ｓ 105へ 移 行 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ 104で は 、 ス テ ッ プ Ｓ 103で の エ ン ジ ン 回 転 数 >ア イ ド ル 制 御 回 転 数 と の 判 断
に 続 き 、 目 標 エ ン ジ ン ト ル ク を ク リ ー プ ト ル ク （ >発 電 ト ル ク ） と す る エ ン ジ ン ト ル ク 制
御 を 実 行 し 、 リ タ ー ン へ 移 行 す る 。
こ こ で 、 「 ク リ ー プ ト ル ク 」 と は 、 モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ MGに よ り 12V電 力 を 供 給 す る 発 電
ト ル ク を 消 費 し つ つ も 、 ゆ っ く り と し た 走 行 を 確 保 す る だ け の 出 力 ト ル ク を 残 す ト ル ク を
い う 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ 105で は 、 ス テ ッ プ Ｓ 103で の エ ン ジ ン 回 転 数 ≦ ア イ ド ル 制 御 回 転 数 と の 判 断
に 続 き 、 エ ン ジ ン 回 転 数 を ア イ ド ル 制 御 回 転 数 に 一 致 さ せ る ア イ ド ル 制 御 を 実 行 し 、 ス テ
ッ プ Ｓ 106へ 移 行 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ 106で は 、 ス テ ッ プ Ｓ 105で の ア イ ド ル 制 御 実 行 に 続 き 、 エ ン ジ ン 回 転 数 ＝ ０
か 否 か を 判 断 し 、 Yesの 場 合 は ス テ ッ プ Ｓ 107へ 移 行 し 、 Noの 場 合 は リ タ ー ン へ 移 行 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ 107で は 、 ス テ ッ プ Ｓ 106で の エ ン ジ ン 回 転 数 ＝ ０ と の 判 断 に 続 き 、 エ ン ジ ン
作 動 ＝ Ｏ Ｆ Ｆ と し 、 リ タ ー ン へ 移 行 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ 108で は 、 ス テ ッ プ Ｓ 102で の エ ン ジ ン 停 止 判 断 に 続 き 、 エ ン ジ ン 回 転 数 が エ
ン ジ ン 始 動 判 定 回 転 数 を 超 え て い る か 否 か を 判 断 し 、 Yesの 場 合 は ス テ ッ プ Ｓ 109へ 移 行 し
、 Noの 場 合 は ス テ ッ プ Ｓ 110へ 移 行 す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
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　 ス テ ッ プ Ｓ 109で は 、 ス テ ッ プ Ｓ 108で の エ ン ジ ン 回 転 数 >エ ン ジ ン 始 動 判 定 回 転 数 と の
判 断 に 続 き 、 エ ン ジ ン 作 動 ＝ Ｏ Ｎ と し 、 リ タ ー ン へ 移 行 す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ 110で は 、 ス テ ッ プ Ｓ 108で の エ ン ジ ン 回 転 数 ≦ エ ン ジ ン 始 動 判 定 回 転 数 と の
判 断 に 続 き 、 エ ン ジ ン 始 動 時 制 御 を 実 行 し 、 リ タ ー ン へ 移 行 す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 図 １ ０ は モ ー タ コ ン ト ロ ー ラ ２ に て 実 行 さ れ る 通 信 異 常 対 応 モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ 制 御 処
理 の 流 れ を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ り 、 以 下 、 各 ス テ ッ プ に つ い て 説 明 す る （ 通 信 異 常 対
応 制 御 手 段 ） 。 な お 、 こ の 処 理 は 、 例 え ば 、 10msecの 制 御 周 期 に よ り 実 行 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ 201で は 、 統 合 コ ン ト ロ ー ラ １ ０ か ら 各 コ ン ト ロ ー ラ １ ， ２ ， ５ ， ７ へ の Ｃ
Ａ Ｎ 通 信 線 １ １ を 介 し た 情 報 伝 達 が 不 能 と な る 通 信 異 常 で あ る か 否 か を 判 断 し 、 Yesの 場
合 は ス テ ッ プ Ｓ 202へ 移 行 し 、 Noの 場 合 は リ タ ー ン へ 移 行 す る （ 通 信 異 常 検 出 手 段 ） 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ 202で は 、 ス テ ッ プ Ｓ 201で の 通 信 異 常 判 断 に 続 き 、 走 行 モ ー ド が HEVモ ー ド
（ ＝ ENG走 行 ） で あ る か 否 か を 判 断 し 、 Yesの 場 合 は ス テ ッ プ Ｓ 203へ 移 行 し 、 Noの 場 合 は
ス テ ッ プ Ｓ 206へ 移 行 す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ 203で は 、 ス テ ッ プ Ｓ 202で の 走 行 モ ー ド が HEVモ ー ド で あ る と の 判 断 に 続 き
、 モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ 回 転 数 ＝ ０ で あ る か 否 か を 判 断 し 、 Yesの 場 合 は ス テ ッ プ Ｓ 204へ 移
行 し 、 Noの 場 合 は ス テ ッ プ Ｓ 205へ 移 行 す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ 204で は 、 ス テ ッ プ Ｓ 203で の モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ 回 転 数 ＝ ０ で あ る と の 判 断
に 続 き 、 走 行 モ ー ド ＝ EVモ ー ド と し 、 モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ ト ル ク ＝ ０ と し 、 リ タ ー ン へ 移
行 す る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ 205で は 、 ス テ ッ プ Ｓ 203で の モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ 回 転 数 ≠ ０ で あ る と の 判 断
に 続 き 、 モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ ト ル ク ＝ 発 電 ト ル ク （ ＝ シ ス テ ム 動 作 を 維 持 す る 12V電 力 を
得 る ト ル ク ） と し 、 リ タ ー ン へ 移 行 す る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ 206で は 、 ス テ ッ プ Ｓ 202で の 走 行 モ ー ド が EVモ ー ド で あ る と の 判 断 に 続 き 、
車 速 ≒ ０ で あ る か 否 か を 判 断 し 、 Yesの 場 合 は ス テ ッ プ Ｓ 208へ 移 行 し 、 Noの 場 合 は ス テ ッ
プ Ｓ 207へ 移 行 す る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ 207で は 、 ス テ ッ プ Ｓ 206で の 車 速 >０ で あ る と の 判 断 に 続 き 、 モ ー タ ジ ェ ネ
レ ー タ ト ル ク ＝ ０ と し 、 リ タ ー ン へ 移 行 す る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ 208で は 、 ス テ ッ プ Ｓ 206で の 車 速 ≒ ０ で あ る と の 判 断 に 続 き 、 車 速 ≒ ０ と な
っ た 時 刻 T3か ら の 経 過 時 間 が (T4－ T3)と な っ た か 否 か を 判 断 し 、 Yesの 場 合 は ス テ ッ プ Ｓ 2
09へ 移 行 し 、 Noの 場 合 は リ タ ー ン へ 移 行 す る 。
な お 、 時 刻 T3及 び 時 刻 T4は 図 １ ３ で の 時 間 を 示 し 、 (T4－ T3)は エ ン ジ ン 始 動 の 待 ち 時 間 を
あ ら わ す 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ 209で は 、 ス テ ッ プ Ｓ 208で の 車 速 ≒ ０ と な っ て (T4－ T3)経 過 し た と の 判 断 に
続 き 、 モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ ト ル ク ＝ エ ン ジ ン 始 動 ト ル ク と し 、 ス テ ッ プ Ｓ 210へ 移 行 す る
。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ 210で は 、 ス テ ッ プ Ｓ 209で の モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ ト ル ク を エ ン ジ ン 始 動 ト ル
ク と す る 制 御 に 続 き 、 モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ 回 転 数 が エ ン ジ ン 始 動 判 定 回 転 数 を 超 え て い る
か 否 か を 判 断 し 、 Yesの 場 合 は ス テ ッ プ Ｓ 211へ 移 行 し 、 Noの 場 合 は リ タ ー ン へ 移 行 す る 。
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【 ０ ０ ５ ９ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ 211で は 、 ス テ ッ プ Ｓ 210で の モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ 回 転 数 >エ ン ジ ン 始 動 判 定
回 転 数 と の 判 断 に 続 き 、 走 行 モ ー ド を HEVモ ー ド （ ENG走 行 ） と し 、 ス テ ッ プ Ｓ 205と 同 様
に 、 モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ ト ル ク ＝ 発 電 ト ル ク と し 、 リ タ ー ン へ 移 行 す る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 図 １ １ は Ａ Ｔ コ ン ト ロ ー ラ ７ （ 第 １ ク ラ ッ チ コ ン ト ロ ー ラ ５ も 含 む ） に て 実 行 さ れ る 通
信 異 常 対 応 ク ラ ッ チ 制 御 処 理 の 流 れ を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ り 、 以 下 、 各 ス テ ッ プ に つ
い て 説 明 す る （ 通 信 異 常 対 応 制 御 手 段 ） 。 な お 、 こ の 処 理 は 、 例 え ば 、 10msecの 制 御 周 期
に よ り 実 行 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ 701で は 、 図 ７ に 示 す シ フ ト マ ッ プ を 用 い て 、 ア ク セ ル 開 度 APOと 車 速 VSPと
か ら 目 標 自 動 変 速 シ フ ト （ ＝ 目 標 シ フ ト 位 置 ） を 決 め 、 現 在 選 択 さ れ て い る シ フ ト 位 置 と
目 標 シ フ ト 位 置 と が 異 な る 場 合 に 変 速 す る シ フ ト 制 御 を 実 行 し 、 ス テ ッ プ Ｓ 702へ 移 行 す
る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ 702で は 、 ス テ ッ プ Ｓ 701で の シ フ ト 制 御 に 続 き 、 統 合 コ ン ト ロ ー ラ １ ０ か ら
各 コ ン ト ロ ー ラ １ ， ２ ， ５ ， ７ へ の Ｃ Ａ Ｎ 通 信 線 １ １ を 介 し た 情 報 伝 達 が 不 能 と な る 通 信
異 常 で あ る か 否 か を 判 断 し 、 Yesの 場 合 は ス テ ッ プ Ｓ 703へ 移 行 し 、 Noの 場 合 は リ タ ー ン へ
移 行 す る （ 通 信 異 常 検 出 手 段 ） 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ 703で は 、 ス テ ッ プ Ｓ 702で の 通 信 異 常 で あ る と の 判 断 に 続 き 、 走 行 モ ー ド が
HEVモ ー ド （ ＝ ENG走 行 ） で あ る か 否 か を 判 断 し 、 Yesの 場 合 は ス テ ッ プ Ｓ 704へ 移 行 し 、 No
の 場 合 は ス テ ッ プ Ｓ 710へ 移 行 す る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ 704で は 、 ス テ ッ プ Ｓ 703で の 走 行 モ ー ド が HEVモ ー ド で あ る と の 判 断 に 続 き
、 図 外 の ブ レ ー キ ス イ ッ チ か ら の 信 号 が ON（ ブ レ ー キ 操 作 時 ） で あ る か 否 か を 判 断 し 、 Ye
sの 場 合 は ス テ ッ プ Ｓ 705へ 移 行 し 、 Noの 場 合 は ス テ ッ プ Ｓ 708へ 移 行 す る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ 705で は 、 ス テ ッ プ Ｓ 704で の ブ レ ー キ 操 作 時 で あ る と の 判 断 に 続 き 、 車 速 セ
ン サ １ ７ か ら の 車 速 VSPが 第 １ 設 定 車 速 VSP1未 満 で あ る か 否 か を 判 断 し 、 Yesの 場 合 は ス テ
ッ プ Ｓ 706へ 移 行 し 、 Noの 場 合 は ス テ ッ プ Ｓ 707へ 移 行 す る 。
こ こ で 、 「 第 １ 設 定 車 速 VSP1」 と は 、 エ ン ジ ン Ｅ が ア イ ド ル 制 御 回 転 数 を 維 持 す る 車 速 を
い う 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ 706で は 、 ス テ ッ プ Ｓ 705で の 車 速 <VSP1で あ る と の 判 断 に 続 き 、 第 ２ ク ラ ッ
チ CL2を 半 ク ラ ッ チ （ ス リ ッ プ 締 結 ） と す る 指 令 を 出 力 し 、 リ タ ー ン へ 移 行 す る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ 707で は 、 ス テ ッ プ Ｓ 705で の 車 速 ≧ VSP1で あ る と の 判 断 に 続 き 、 第 ２ ク ラ ッ
チ CL2を 完 全 締 結 と す る 指 令 を 出 力 し 、 リ タ ー ン へ 移 行 す る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ 708で は 、 ス テ ッ プ Ｓ 704で の ブ レ ー キ 非 操 作 時 で あ る と の 判 断 に 続 き 、 第 ２
ク ラ ッ チ CL2が 完 全 締 結 で あ る か 否 か を 判 断 し 、 Yesの 場 合 は リ タ ー ン へ 移 行 し 、 Noの 場 合
は ス テ ッ プ Ｓ 709へ 移 行 す る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ 709で は 、 ス テ ッ プ Ｓ 708で の 第 ２ ク ラ ッ チ CL2が 完 全 締 結 で な い と の 判 断 に
続 き 、 第 ２ ク ラ ッ チ CL2の 目 標 伝 達 ト ル ク と し て 車 速 に 応 じ た 伝 達 ト ル ク を 設 定 し 、 リ タ
ー ン へ 移 行 す る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ 710で は 、 ス テ ッ プ Ｓ 703で の 走 行 モ ー ド が EVモ ー ド で あ る と の 判 断 に 続 き 、
車 速 セ ン サ １ ７ か ら の 車 速 VSPが 第 ２ 設 定 車 速 VSP2未 満 で あ る か 否 か を 判 断 し 、 Yesの 場 合
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は ス テ ッ プ Ｓ 712へ 移 行 し 、 Noの 場 合 は ス テ ッ プ Ｓ 711へ 移 行 す る 。
こ こ で 、 「 第 ２ 設 定 車 速 VSP2」 と は 、 車 両 の イ ナ ー シ ャ で エ ン ジ ン Ｅ の 始 動 が 可 能 な 車 速
を い う 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ 711で は 、 ス テ ッ プ Ｓ 710で の 車 速 ≧ VSP2と の 判 断 に 続 き 、 第 １ ク ラ ッ チ CL1
を 徐 々 に 締 結 す る 指 令 を 出 力 し 、 リ タ ー ン へ 移 行 す る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ 712で は 、 ス テ ッ プ Ｓ 710で の 車 速 <VSP2と の 判 断 に 続 き 、 車 速 ≒ ０ で あ る か
否 か を 判 断 し 、 Yesの 場 合 は ス テ ッ プ Ｓ 713へ 移 行 し 、 Noの 場 合 は リ タ ー ン へ 移 行 す る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ 713で は 、 ス テ ッ プ Ｓ 712で の 車 速 ≒ ０ で あ る と の 判 断 に 続 き 、 車 速 ≒ ０ と な
っ た 時 刻 T3か ら の 経 過 時 間 が (T6－ T3)と な っ た か 否 か を 判 断 し 、 Yesの 場 合 は ス テ ッ プ Ｓ 7
14へ 移 行 し 、 Noの 場 合 は ス テ ッ プ Ｓ 715へ 移 行 す る 。
な お 、 時 刻 T3及 び 時 刻 T6は 図 １ ３ で の 時 間 を 示 し 、 (T6－ T3)は エ ン ジ ン ト ル ク が ク リ ー プ
ト ル ク に 達 す る 待 ち 時 間 を 示 す 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ 714で は 、 ス テ ッ プ Ｓ 713で の 車 速 ≒ ０ と な っ て (T6－ T3)経 過 し て い な い と の
判 断 に 続 き 、 第 １ ク ラ ッ チ CL1を 締 結 し 、 第 ２ ク ラ ッ チ CL2を 開 放 と し 、 リ タ ー ン へ 移 行 す
る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ 715で は 、 ス テ ッ プ Ｓ 713で の 車 速 ≒ ０ と な っ て (T6－ T3)経 過 し た と の 判 断 に
続 き 、 第 １ ク ラ ッ チ CL1を 締 結 し た ま ま で 、 開 放 状 態 で あ る 第 ２ ク ラ ッ チ CL2の ス リ ッ プ 締
結 （ 半 ク ラ ッ チ ） を 開 始 し 、 ス テ ッ プ Ｓ 716へ 移 行 す る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ 716で は 、 ス テ ッ プ Ｓ 715で の CL2半 ク ラ ッ チ に 続 き 、 走 行 モ ー ド を EVモ ー ド
か ら HEVモ ー ド （ ＝ ENG走 行 ） へ と 書 き 換 え 、 リ タ ー ン へ 移 行 す る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 次 に 、 作 用 を 説 明 す る 。
  ［ 通 信 異 常 対 応 制 御 作 用 ］
動 力 源 と し て エ ン ジ ン と １ 個 の モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ を 備 え 、 動 力 を 車 輪 へ 伝 達 す る 途 中 に
変 速 機 を 有 し 、 エ ン ジ ン と モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ と の 間 は 第 １ ク ラ ッ チ で 断 接 し 、 モ ー タ ジ
ェ ネ レ ー タ と 駆 動 輪 と の 間 は 第 ２ ク ラ ッ チ （ 変 速 機 に 内 蔵 ） で 断 接 す る ハ イ ブ リ ッ ド シ ス
テ ム は 、 エ ン ジ ン を 制 御 す る エ ン ジ ン コ ン ト ロ ー ラ と 、 モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ を 制 御 す る モ
ー タ コ ン ト ロ ー ラ と 、 第 １ ク ラ ッ チ 及 び 変 速 機 （ 第 ２ ク ラ ッ チ ） を 制 御 す る Ａ Ｔ コ ン ト ロ
ー ラ と 、 車 両 及 び ハ イ ブ リ ッ ド シ ス テ ム 全 体 を 制 御 す る 統 合 コ ン ト ロ ー ラ と 、 の 間 の デ ー
タ の や り 取 り を 通 信 （ Ｃ Ａ Ｎ ） で 行 う 。 通 常 （ 通 信 正 常 時 ） は 、 統 合 コ ン ト ロ ー ラ が ア ク
セ ル 開 度 か ら 駆 動 力 を 演 算 し 、 バ ッ テ リ の 充 電 状 態 に 応 じ て エ ン ジ ン ト ル ク と モ ー タ ト ル
ク を 求 め て エ ン ジ ン コ ン ト ロ ー ラ と モ ー タ コ ン ト ロ ー ラ に 要 求 ト ル ク を 指 令 し 、 こ の 指 令
値 に 従 っ て エ ン ジ ン ト ル ク 、 モ ー タ ト ル ク を 出 力 し 、 第 １ ク ラ ッ チ と 変 速 機 を 制 御 し て 、
電 気 自 動 車 走 行 モ ー ド （ モ ー タ 走 行 ） と ハ イ ブ リ ッ ド 車 走 行 モ ー ド （ エ ン ジ ン 走 行 ） を 切
り 替 え て 走 行 す る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 し か し 、 モ ー タ 走 行 中 に 通 信 異 常 が 発 生 す る と 、 統 合 コ ン ト ロ ー ラ か ら モ ー タ コ ン ト ロ
ー ラ に 要 求 ト ル ク を 伝 達 不 能 に な る が 、 通 信 異 常 時 に は ク リ ー プ ト ル ク を 発 生 す る こ と に
よ り 、 バ ッ テ リ に 電 力 が 十 分 有 る 場 合 、 し ば ら く 走 行 可 能 で あ る 。 し か し や が て バ ッ テ リ
電 力 を 使 い 切 る と 車 両 は 停 止 し て し ま う 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 こ こ で 、 バ ッ テ リ を 充 電 す る た め に は 、 エ ン ジ ン を 始 動 す る 必 要 が あ る が 、 エ ン ジ ン 始
動 は 、 統 合 コ ン ト ロ ー ラ の 指 令 に 従 っ て 第 １ ク ラ ッ チ を 締 結 し 、 第 ２ ク ラ ッ チ を 開 放 し 、
モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ ト ル ク で エ ン ジ ン を 回 転 さ せ て エ ン ジ ン コ ン ト ロ ー ラ が 燃 料 噴 射 、 点
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火 等 の 制 御 を 行 い 、 エ ン ジ ン が 始 動 し た と 判 定 で き た ら モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ で 発 電 し 、 モ
ー タ ジ ェ ネ レ ー タ が 発 電 に 移 行 し て も エ ン ジ ン ス ト ー ル し な い よ う に 、 エ ン ジ ン ト ル ク を
制 御 す る 必 要 が あ る 。 し か し 、 通 信 異 常 に よ り 統 合 コ ン ト ロ ー ラ の 指 令 に 従 っ て エ ン ジ ン
コ ン ト ロ ー ラ 、 モ ー タ コ ン ト ロ ー ラ 、 Ａ Ｔ コ ン ト ロ ー ラ は 作 動 で き な い の で 、 エ ン ジ ン 始
動 が で き ず 、 走 行 不 能 と な る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 こ れ に 対 し 、 実 施 例 １ の 通 信 異 常 対 応 制 御 装 置 で は 、 通 信 異 常 検 出 時 、 統 合 コ ン ト ロ ー
ラ １ ０ か ら の 指 令 に 代 え 、 各 コ ン ト ロ ー ラ １ ， ２ ， ５ ， ７ か ら の 独 立 し た 指 令 に よ り 、 HE
Vモ ー ド を 選 択 し 、 モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ MGに よ り シ ス テ ム 動 作 を 維 持 で き る 発 電 ト ル ク を
発 生 し つ つ 、 エ ン ジ ン Ｅ の 制 御 に よ り 走 行 に 必 要 な ク リ ー プ ト ル ク を 発 生 す る こ と で 、 統
合 コ ン ト ロ ー ラ １ ０ か ら 各 コ ン ト ロ ー ラ １ ， ２ ， ５ ， ７ へ の 情 報 伝 達 が 不 能 と な る 通 信 異
常 時 、 電 力 供 給 と ク リ ー プ ト ル ク の 発 生 に よ り 、 エ ン ジ ン 燃 料 が 無 く な る ま で 走 行 を 確 保
す る こ と が で き る よ う に し た 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 す な わ ち 、 通 信 異 常 時 に は 統 合 コ ン ト ロ ー ラ １ ０ か ら 各 コ ン ト ロ ー ラ １ ， ２ ， ５ ， ７ へ
の 情 報 伝 達 が 不 能 と な る こ と で 、 統 合 コ ン ト ロ ー ラ １ ０ か ら の 指 令 に 基 づ く 、 走 行 モ ー ド
遷 移 制 御 や ア ク セ ル 開 度 に 応 じ た 駆 動 力 制 御 が で き な く な る 。
し か し 、 モ ー タ コ ン ト ロ ー ラ ２ は 、 モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ MGを エ ン ジ ン 車 の オ ル タ ネ ー タ 代
わ り と し て 発 電 さ せ る 発 電 制 御 機 能 等 を 独 自 に 有 す る し 、 エ ン ジ ン コ ン ト ロ ー ラ １ は 、 エ
ン ジ ン ス ト ー ル し な い よ う に エ ン ジ ン 回 転 数 を ア イ ド ル 制 御 回 転 数 に 制 御 す る ア イ ド ル 制
御 機 能 等 を 独 自 に 有 す る 。
そ こ で 、 通 信 異 常 の 検 出 時 、 モ ー タ コ ン ト ロ ー ラ ２ や エ ン ジ ン コ ン ト ロ ー ラ １ が 独 自 に 持
つ 制 御 機 能 を 活 用 す る 通 信 異 常 対 応 制 御 に 切 り 替 え る こ と で 、 バ ッ テ リ 電 力 を 使 い 切 る こ
と 無 く 、 エ ン ジ ン 燃 料 が 無 く な る ま で 走 行 可 能 で あ る 。
こ の 結 果 、 統 合 コ ン ト ロ ー ラ １ ０ か ら 各 コ ン ト ロ ー ラ １ ， ２ ， ５ ， ７ へ の 情 報 伝 達 が 不 能
と な る 通 信 異 常 時 、 電 力 供 給 と ク リ ー プ ト ル ク の 発 生 に よ り 、 エ ン ジ ン 燃 料 が 無 く な る ま
で 走 行 を 確 保 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 ［ エ ン ジ ン 走 行 中 の 通 信 異 常 時 の 動 作 ］
エ ン ジ ン 走 行 中 に 通 信 異 常 が 発 生 し た 場 合 、 エ ン ジ ン コ ン ト ロ ー ラ １ で の 通 信 異 常 対 応 制
御 処 理 を 説 明 す る と 、 エ ン ジ ン 走 行 中 は 、 エ ン ジ ン 回 転 数 が ア イ ド ル 制 御 回 転 数 を 超 え て
い る こ と で 、 図 ９ の フ ロ ー チ ャ ー ト に お い て 、 ス テ ッ プ Ｓ 101→ ス テ ッ プ Ｓ 102→ ス テ ッ プ
Ｓ 103→ ス テ ッ プ Ｓ 104→ リ タ ー ン へ と 進 む 流 れ が 繰 り 返 さ れ 、 ス テ ッ プ Ｓ 104で は 、 目 標
エ ン ジ ン ト ル ク を ク リ ー プ ト ル ク （ >発 電 ト ル ク ） と す る エ ン ジ ン ト ル ク 制 御 が 実 行 さ れ
る 。
そ し て 、 ブ レ ー キ 操 作 等 に よ り エ ン ジ ン 回 転 数 が ア イ ド ル 制 御 回 転 数 以 下 に な る と 、 図 ９
の フ ロ ー チ ャ ー ト に お い て 、 ス テ ッ プ Ｓ 101→ ス テ ッ プ Ｓ 102→ ス テ ッ プ Ｓ 103→ ス テ ッ プ
Ｓ 105→ ス テ ッ プ Ｓ 106→ リ タ ー ン へ と 進 む 流 れ が 繰 り 返 さ れ 、 ス テ ッ プ Ｓ 105で は 、 エ ン
ジ ン 回 転 数 を ア イ ド ル 制 御 回 転 数 に 維 持 す る ア イ ド ル 制 御 が 実 行 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 エ ン ジ ン 走 行 中 に 通 信 異 常 が 発 生 し た 場 合 、 モ ー タ コ ン ト ロ ー ラ ２ で の 通 信 異 常 対 応 制
御 処 理 を 説 明 す る と 、 エ ン ジ ン 走 行 中 は 、 第 １ ク ラ ッ チ CL1と 第 ２ ク ラ ッ チ CL2に 締 結 に よ
り モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ 回 転 が 維 持 さ れ て い る こ と で 、 図 １ ０ の フ ロ ー チ ャ ー ト に お い て 、
ス テ ッ プ Ｓ 201→ ス テ ッ プ Ｓ 202→ ス テ ッ プ Ｓ 203→ ス テ ッ プ Ｓ 205→ リ タ ー ン へ と 進 む 流 れ
が 繰 り 返 さ れ 、 ス テ ッ プ Ｓ 205で は 、 目 標 モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ ト ル ク を シ ス テ ム 動 作 を 維
持 す る 12V電 力 を 得 る 発 電 ト ル ク と す る 発 電 ト ル ク 制 御 が 実 行 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 エ ン ジ ン 走 行 中 に 通 信 異 常 が 発 生 し た 場 合 、 Ａ Ｔ コ ン ト ロ ー ラ ７ で の 通 信 異 常 対 応 制 御
処 理 を 説 明 す る と 、 エ ン ジ ン 走 行 中 は 、 ブ レ ー キ 非 操 作 で 、 か つ 、 第 ２ ク ラ ッ チ CL2が 締
結 さ れ て い る こ と で 、 図 １ １ の フ ロ ー チ ャ ー ト に お い て 、 ス テ ッ プ Ｓ 701→ ス テ ッ プ Ｓ 702
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→ ス テ ッ プ Ｓ 703→ ス テ ッ プ Ｓ 704→ ス テ ッ プ Ｓ 708→ リ タ ー ン へ と 進 む 流 れ が 繰 り 返 さ れ
、 ス テ ッ プ Ｓ 708で は 、 第 ２ ク ラ ッ チ CL2の 完 全 締 結 の ま ま と さ れ る 。
そ し て 、 通 信 異 常 の 発 生 に 基 づ き 車 両 停 止 を 意 図 し て ブ レ ー キ 操 作 を 行 う と 、 車 速 が ア イ
ド ル 制 御 回 転 数 を 維 持 す る 第 １ 設 定 車 速 VSP1以 上 の 間 は 、 図 １ １ の フ ロ ー チ ャ ー ト に お い
て 、 ス テ ッ プ Ｓ 701→ ス テ ッ プ Ｓ 702→ ス テ ッ プ Ｓ 703→ ス テ ッ プ Ｓ 704→ ス テ ッ プ Ｓ 705→
ス テ ッ プ Ｓ 707→ リ タ ー ン へ と 進 む 流 れ が 繰 り 返 さ れ 、 ス テ ッ プ Ｓ 707で は 、 第 ２ ク ラ ッ チ
CL2の 完 全 締 結 が 維 持 さ れ る 。
さ ら に 、 車 両 減 速 に よ り 、 車 速 が ア イ ド ル 制 御 回 転 数 を 維 持 す る 第 １ 設 定 車 速 VSP1未 満 に
な る と 、 図 １ １ の フ ロ ー チ ャ ー ト に お い て 、 ス テ ッ プ Ｓ 701→ ス テ ッ プ Ｓ 702→ ス テ ッ プ Ｓ
703→ ス テ ッ プ Ｓ 704→ ス テ ッ プ Ｓ 705→ ス テ ッ プ Ｓ 706→ リ タ ー ン へ と 進 む 流 れ が 繰 り 返 さ
れ 、 ス テ ッ プ Ｓ 706で は 、 第 ２ ク ラ ッ チ CL2が 完 全 締 結 か ら ス リ ッ プ 締 結 に よ る 半 ク ラ ッ チ
へ 移 行 さ れ る 。
そ の 後 、 発 進 を 意 図 し て ブ レ ー キ 操 作 を 解 除 す る と 、 図 １ １ の フ ロ ー チ ャ ー ト に お い て 、
ス テ ッ プ Ｓ 701→ ス テ ッ プ Ｓ 702→ ス テ ッ プ Ｓ 703→ ス テ ッ プ Ｓ 704→ ス テ ッ プ Ｓ 708→ ス テ
ッ プ Ｓ 709→ リ タ ー ン へ と 進 む 流 れ が 繰 り 返 さ れ 、 ス テ ッ プ Ｓ 709で は 、 第 ２ ク ラ ッ チ CL2
が 車 速 に 応 じ た 伝 達 ト ル ク を 得 る よ う に 締 結 制 御 が 開 始 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 次 に 、 エ ン ジ ン 走 行 中 の 通 信 異 常 時 の 動 作 を 、 図 １ ２ に 示 す タ イ ム チ ャ ー ト に よ り 説 明
す る 。
エ ン ジ ン 走 行 中 に Ｃ Ａ Ｎ 通 信 異 常 が 発 生 し た 時 刻 T1で は 、 エ ン ジ ン ト ル ク が ク リ ー プ ト ル
ク と さ れ 、 モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ ト ル ク が 発 電 ト ル ク と さ れ 、 第 ２ ク ラ ッ チ CL2は 締 結 が 維
持 さ れ る 。 し た が っ て 、 時 刻 T1以 降 は 、 モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ 回 転 数 （ ＝ エ ン ジ ン 回 転 数 ）
は 低 下 し 、 こ れ に 伴 っ て 車 速 も 低 下 す る 。
そ し て 、 Ｃ Ａ Ｎ 通 信 異 常 が 発 生 し た 後 の 時 刻 T2に て ブ レ ー キ 操 作 を 行 う と 、 時 刻 T2以 降 は
、 モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ 回 転 数 （ ＝ エ ン ジ ン 回 転 数 ） 及 び 車 速 は 、 よ り 急 な 勾 配 に よ り 低 下
す る 。 そ し て 、 車 速 が 第 １ 設 定 車 速 VSP1と な る 時 刻 T3で は 、 モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ 回 転 数 （
＝ エ ン ジ ン 回 転 数 ） の 低 下 を 抑 え る よ う に 、 第 ２ ク ラ ッ チ CL2を 半 ク ラ ッ チ と し 、 エ ン ジ
ン Ｅ 及 び モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ MGの 負 荷 を 軽 減 し 、 ア イ ド ル 制 御 を 実 行 す る 。 車 両 が 停 止 す
る 時 刻 T4か ら ブ レ ー キ 操 作 を 解 除 す る 時 刻 T5ま で は 、 第 ２ ク ラ ッ チ CL2の 半 ク ラ ッ チ 状 態
が 維 持 さ れ る 。 車 速 は 、 Ａ Ｔ コ ン ト ロ ー ラ ７ に お い て 、 Ａ Ｔ 出 力 軸 の 回 転 数 か ら 演 算 し 、
車 速 の 低 下 に 応 じ て １ 速 に シ フ ト ダ ウ ン す る 。 そ し て 、 ブ レ ー キ 操 作 を 解 除 す る と 車 両 は
停 止 状 態 か ら ク リ ー プ ト ル ク で 動 き 出 し 、 こ の 発 進 を 開 始 す る 時 刻 T5か ら 車 速 が 第 １ 設 定
車 速 VSP1以 上 と な る 時 刻 T6ま で は 、 第 ２ ク ラ ッ チ CL2の 半 ク ラ ッ チ 状 態 の ま ま で 徐 々 に 車
速 を 上 げ な が ら の 走 行 と な り 、 こ れ に 伴 っ て エ ン ジ ン ト ル ク が 緩 勾 配 に て 上 昇 す る 。 車 速
が 第 １ 設 定 車 速 VSP1以 上 と な る 時 刻 T6か ら は 、 第 ２ ク ラ ッ チ CL2が 完 全 締 結 さ れ 、 そ の 後
、 車 速 を ほ ぼ 第 １ 設 定 車 速 VSP1に 維 持 し た ま ま の 走 行 が 確 保 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 実 施 例 １ の 通 信 異 常 対 応 制 御 装 置 に お い て 、 通 信 異 常 対 応 制 御 手 段 は 、 HEVモ ー ド で の
走 行 中 に 通 信 異 常 を 検 出 し た 場 合 で あ っ て 、 エ ン ジ ン 回 転 数 が ア イ ド ル 制 御 回 転 数 を 超 え
て い る 場 合 、 モ ー タ コ ン ト ロ ー ラ ２ か ら は シ ス テ ム 動 作 を 維 持 で き る 発 電 ト ル ク を 得 る 指
令 を 出 力 し 、 エ ン ジ ン コ ン ト ロ ー ラ １ か ら は 発 電 ト ル ク を 超 え る ク リ ー プ ト ル ク を 発 生 す
る 指 令 を 出 力 し 、 第 １ ク ラ ッ チ コ ン ト ロ ー ラ ５ か ら は 第 １ ク ラ ッ チ CL1の 締 結 を 維 持 す る
指 令 を 出 力 し 、 Ａ Ｔ コ ン ト ロ ー ラ ７ か ら は 第 ２ ク ラ ッ チ CL2の 締 結 を 維 持 す る 指 令 を 出 力
す る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 し た が っ て 、 エ ン ジ ン Ｅ を 動 力 源 に 含 む HEVモ ー ド で の 走 行 中 に 通 信 異 常 を 検 出 し た 場
合 に は 、 第 １ ク ラ ッ チ CL1と 第 ２ ク ラ ッ チ CL2を 締 結 す る HEVモ ー ド を 維 持 し た ま ま で 、 モ
ー タ コ ン ト ロ ー ラ ２ か ら の 発 電 ト ル ク 指 令 に よ り 12V電 力 を 供 給 し 続 け な が ら 、 エ ン ジ ン
コ ン ト ロ ー ラ １ か ら の ク リ ー プ ト ル ク 指 令 に よ り エ ン ジ ン 燃 料 が 無 く な る ま で 走 行 す る こ
と が で き る 。
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【 ０ ０ ８ ８ 】
　 実 施 例 １ の 通 信 異 常 対 応 制 御 装 置 に お い て 、 通 信 異 常 対 応 制 御 手 段 は 、 通 信 異 常 対 応 制
御 で の 走 行 中 、 ブ レ ー キ 操 作 に 伴 い 車 速 が ア イ ド ル 制 御 回 転 数 を 維 持 す る 第 １ 設 定 車 速 VS
P1未 満 に な っ た 場 合 、 第 ２ ク ラ ッ チ CL2を ス リ ッ プ 締 結 に よ る 半 ク ラ ッ チ と し 、 エ ン ジ ン
回 転 数 を ア イ ド ル 制 御 回 転 数 に 維 持 す る ア イ ド ル 制 御 を 行 い 、 ブ レ ー キ 操 作 解 除 に 伴 い 車
速 が ア イ ド ル 制 御 回 転 数 を 維 持 す る 第 １ 設 定 車 速 VSP1以 上 に な っ た ら 第 ２ ク ラ ッ チ CL2を
半 ク ラ ッ チ か ら 完 全 締 結 に 復 帰 す る 。
し た が っ て 、 通 信 異 常 対 応 制 御 で の 走 行 中 、 低 車 速 で 第 ２ ク ラ ッ チ CL2を 半 ク ラ ッ チ に す
る こ と に よ り 、 ブ レ ー キ 操 作 に よ り 車 両 が 完 全 に 停 止 し て も エ ン ジ ン Ｅ が ア イ ド ル 制 御 回
転 数 を 維 持 す る こ と が で き 、 ブ レ ー キ 操 作 を 解 除 す る と 、 再 び エ ン ジ ン ト ル ク に よ り 走 り
出 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 ［ モ ー タ 走 行 中 の 通 信 異 常 時 の 動 作 ］
モ ー タ 走 行 中 に 通 信 異 常 が 発 生 し た 場 合 、 エ ン ジ ン コ ン ト ロ ー ラ １ で の 通 信 異 常 対 応 制 御
処 理 を 説 明 す る と 、 モ ー タ 走 行 中 は 、 エ ン ジ ン Ｅ の 作 動 を 停 止 し て い る こ と で 、 図 ９ の フ
ロ ー チ ャ ー ト に お い て 、 ス テ ッ プ Ｓ 101→ ス テ ッ プ Ｓ 102→ ス テ ッ プ Ｓ 108→ ス テ ッ プ Ｓ 110
→ リ タ ー ン へ と 進 む 流 れ が 繰 り 返 さ れ 、 ス テ ッ プ Ｓ 110で は 、 エ ン ジ ン 始 動 時 制 御 が 実 行
さ れ る 。
そ し て 、 エ ン ジ ン 回 転 数 が エ ン ジ ン 始 動 判 定 回 転 数 を 超 え る と 、 図 ９ の フ ロ ー チ ャ ー ト に
お い て 、 ス テ ッ プ Ｓ 101→ ス テ ッ プ Ｓ 102→ ス テ ッ プ Ｓ 108→ ス テ ッ プ Ｓ 109→ リ タ ー ン へ と
進 む 流 れ が 繰 り 返 さ れ 、 ス テ ッ プ Ｓ 109で は 、 エ ン ジ ン 作 動 ＝ Ｏ Ｎ と さ れ 、 そ の 後 は 、 上
記 エ ン ジ ン 走 行 中 に 通 信 異 常 が 発 生 し た 場 合 の 処 理 が 実 行 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 モ ー タ 走 行 中 に 通 信 異 常 が 発 生 し た 場 合 、 モ ー タ コ ン ト ロ ー ラ ２ で の 通 信 異 常 対 応 制 御
処 理 を 説 明 す る と 、 モ ー タ 走 行 中 は 、 ま ず 、 第 １ ク ラ ッ チ CL1を 締 結 し て エ ン ジ ン 始 動 を
要 す る 。 こ の た め 、 車 速 が 出 て い る 期 間 で は 、 図 １ ０ の フ ロ ー チ ャ ー ト に お い て 、 ス テ ッ
プ Ｓ 201→ ス テ ッ プ Ｓ 202→ ス テ ッ プ Ｓ 206→ ス テ ッ プ Ｓ 207→ リ タ ー ン へ と 進 む 流 れ が 繰 り
返 さ れ 、 ス テ ッ プ Ｓ 207で は 、 モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ ト ル ク を ゼ ロ に 維 持 す る 制 御 が 実 行 さ
れ る 。
そ し て 、 車 両 が ほ ぼ 停 止 状 態 で あ る と 判 断 さ れ る と 、 図 １ ０ の フ ロ ー チ ャ ー ト に お い て 、
ス テ ッ プ Ｓ 201→ ス テ ッ プ Ｓ 202→ ス テ ッ プ Ｓ 206→ ス テ ッ プ Ｓ 208→ リ タ ー ン へ と 進 む 流 れ
が 繰 り 返 さ れ 、 ス テ ッ プ Ｓ 208で は 、 停 車 の 判 定 と ク ラ ッ チ の 切 り 替 え 判 定 （ 第 １ ク ラ ッ
チ CL1の OFF→ ON、 第 ２ ク ラ ッ チ CL2の ON→ OFF） に 要 す る 十 分 な 時 間 (T4－ T3)が 待 た れ る 。
そ し て 、 時 間 (T4－ T3)を 経 過 す る と 、 図 １ ０ の フ ロ ー チ ャ ー ト に お い て 、 ス テ ッ プ Ｓ 201
→ ス テ ッ プ Ｓ 202→ ス テ ッ プ Ｓ 206→ ス テ ッ プ Ｓ 208→ ス テ ッ プ Ｓ 209→ ス テ ッ プ Ｓ 210→ リ
タ ー ン へ と 進 む 流 れ が 繰 り 返 さ れ 、 ス テ ッ プ Ｓ 209で は 、 モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ ト ル ク が エ
ン ジ ン 始 動 ト ル ク と さ れ る 。
さ ら に 、 モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ 回 転 数 が エ ン ジ ン 始 動 判 定 回 転 数 を 超 え る と 、 図 １ ０ の フ ロ
ー チ ャ ー ト に お い て 、 ス テ ッ プ Ｓ 201→ ス テ ッ プ Ｓ 202→ ス テ ッ プ Ｓ 206→ ス テ ッ プ Ｓ 208→
ス テ ッ プ Ｓ 209→ ス テ ッ プ Ｓ 210→ ス テ ッ プ Ｓ 211→ リ タ ー ン へ と 進 む 流 れ が 繰 り 返 さ れ 、
ス テ ッ プ Ｓ 211で は 、 走 行 モ ー ド が HEVモ ー ド （ ＝ ENG走 行 ） と さ れ 、 モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ
ト ル ク が 発 電 ト ル ク と さ れ る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 モ ー タ 走 行 中 に 通 信 異 常 が 発 生 し た 場 合 、 Ａ Ｔ コ ン ト ロ ー ラ ７ 及 び 第 １ ク ラ ッ チ コ ン ト
ロ ー ラ ５ で の 通 信 異 常 対 応 制 御 処 理 を 説 明 す る と 、 モ ー タ 走 行 中 で あ っ て 、 車 速 が 車 両 の
イ ナ ー シ ャ で エ ン ジ ン 始 動 可 能 な 第 ２ 設 定 車 速 VSP2以 上 で あ る と き は 、 図 １ １ の フ ロ ー チ
ャ ー ト に お い て 、 ス テ ッ プ Ｓ 701→ ス テ ッ プ Ｓ 702→ ス テ ッ プ Ｓ 703→ ス テ ッ プ Ｓ 710→ ス テ
ッ プ Ｓ 711→ リ タ ー ン へ と 進 む 流 れ が 繰 り 返 さ れ 、 ス テ ッ プ Ｓ 711で は 、 第 １ ク ラ ッ チ CL1
を 徐 々 に 締 結 す る 指 令 が 出 力 さ れ る 。
一 方 、 モ ー タ 走 行 中 で あ っ て 、 車 速 が 車 両 の イ ナ ー シ ャ で エ ン ジ ン 始 動 可 能 な 第 ２ 設 定 車
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速 VSP2未 満 で あ る と き は 、 図 １ １ の フ ロ ー チ ャ ー ト に お い て 、 ス テ ッ プ Ｓ 701→ ス テ ッ プ
Ｓ 702→ ス テ ッ プ Ｓ 703→ ス テ ッ プ Ｓ 710→ ス テ ッ プ Ｓ 712→ リ タ ー ン へ と 進 む 流 れ が 繰 り 返
さ れ 、 ス テ ッ プ Ｓ 712で は 、 車 速 が ほ ぼ ゼ ロ 車 速 と な る ま で 待 た れ る 。
そ し て 、 車 速 が ほ ぼ ゼ ロ 車 速 に な る と 、 図 １ １ の フ ロ ー チ ャ ー ト に お い て 、 ス テ ッ プ Ｓ 70
1→ ス テ ッ プ Ｓ 702→ ス テ ッ プ Ｓ 703→ ス テ ッ プ Ｓ 710→ ス テ ッ プ Ｓ 712→ ス テ ッ プ Ｓ 713→ ス
テ ッ プ Ｓ 714→ リ タ ー ン へ と 進 む 流 れ が 繰 り 返 さ れ 、 ス テ ッ プ Ｓ 714で は 、 第 １ ク ラ ッ チ CL
1を OFF→ ONと し 、 第 ２ ク ラ ッ チ CL2を ON→ OFFと す る 。 す な わ ち 、 ス テ ッ プ Ｓ 713に よ り 、
停 車 の 判 定 と ク ラ ッ チ の 切 り 替 え 判 定 と エ ン ジ ン 始 動 判 定 に 要 す る 十 分 な 時 間 (T6－ T3)が
待 た れ る 。
さ ら に 、 車 速 が ほ ぼ ゼ ロ 車 速 に な っ て か ら (T6－ T3)を 経 過 す る と 、 図 １ １ の フ ロ ー チ ャ ー
ト に お い て 、 ス テ ッ プ Ｓ 701→ ス テ ッ プ Ｓ 702→ ス テ ッ プ Ｓ 703→ ス テ ッ プ Ｓ 710→ ス テ ッ プ
Ｓ 712→ ス テ ッ プ Ｓ 713→ ス テ ッ プ Ｓ 715→ ス テ ッ プ Ｓ 716→ リ タ ー ン へ と 進 む 流 れ が 繰 り 返
さ れ 、 ス テ ッ プ Ｓ 715で は 、 第 ２ ク ラ ッ チ CL2が 半 ク ラ ッ チ と さ れ 、 ス テ ッ プ Ｓ 716で は 、
走 行 モ ー ド が HEVモ ー ド （ ＝ ENG走 行 ） に 切 り 替 え ら れ 、 そ の 後 、 上 記 エ ン ジ ン 走 行 中 の 通
信 異 常 時 の 処 理 が 実 行 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 次 に 、 車 速 が 車 両 の イ ナ ー シ ャ で エ ン ジ ン 始 動 可 能 な 第 ２ 設 定 車 速 VSP2未 満 で あ る 場 合
に お け る モ ー タ 走 行 中 の 通 信 異 常 時 の 動 作 を 、 図 １ ３ に 示 す タ イ ム チ ャ ー ト に よ り 説 明 す
る 。
エ ン ジ ン 走 行 中 に Ｃ Ａ Ｎ 通 信 異 常 が 発 生 し た 時 刻 T1で は 、 モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ ト ル ク が ゼ
ロ と さ れ 、 第 １ ク ラ ッ チ CL1の 開 放 と 第 ２ ク ラ ッ チ CL2の 締 結 が 維 持 さ れ る 。 し た が っ て 、
時 刻 T1以 降 は 、 モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ 回 転 数 と 車 速 は 殆 ど 変 わ ら な い 。
そ し て 、 Ｃ Ａ Ｎ 通 信 異 常 が 発 生 し た 後 の 時 刻 T2に て ブ レ ー キ 操 作 を 行 う と 、 時 刻 T2以 降 は
、 モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ 回 転 数 及 び 車 速 は 、 急 な 勾 配 に よ り 低 下 す る 。 そ し て 、 車 速 が ほ ぼ
ゼ ロ と な る 時 刻 T3で は 、 負 荷 の 無 い 状 態 で モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ MGを ス タ ー タ モ ー タ と し て
エ ン ジ ン Ｅ を 始 動 す る た め に 、 第 １ ク ラ ッ チ CL1を 締 結 し 、 第 ２ ク ラ ッ チ CL2を 開 放 す る 。
そ し て 、 時 刻 T3か ら 時 刻 T4ま で 待 ち 、 時 刻 T4に て モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ ト ル ク を エ ン ジ ン 始
動 ト ル ク と し 、 モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ 回 転 数 特 性 に 示 す よ う に 、 エ ン ジ ン 回 転 数 を 上 昇 さ せ
る 。 時 刻 T5に て エ ン ジ ン 始 動 の 判 定 が な さ れ る と 、 モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ ト ル ク を 発 電 ト ル
ク と し 、 エ ン ジ ン ト ル ク を ク リ ー プ ト ル ク と す る 。 そ し て 、 時 刻 T6に て 第 ２ ク ラ ッ チ CL2
を 半 ク ラ ッ チ と し 、 走 行 モ ー ド を EVモ ー ド か ら HEVモ ー ド （ ENG走 行 ） に 切 り 替 え る 。 車 速
は 、 Ａ Ｔ コ ン ト ロ ー ラ ７ に お い て 、 Ａ Ｔ 出 力 軸 の 回 転 数 か ら 演 算 し 、 車 速 の 低 下 に 応 じ て
１ 速 に シ フ ト ダ ウ ン す る 。 以 後 の 動 作 は 、 エ ン ジ ン 走 行 中 の 通 信 異 常 時 の 動 作 と 同 様 で あ
り 、 時 刻 T7に て ブ レ ー キ 操 作 を 解 除 す る と 、 車 両 は 停 止 状 態 か ら ク リ ー プ ト ル ク で 動 き 出
し 、 こ の 発 進 を 開 始 す る 時 刻 T7か ら 車 速 が 第 １ 設 定 車 速 VSP1以 上 と な る 時 刻 T8ま で は 、 第
２ ク ラ ッ チ CL2の 半 ク ラ ッ チ 状 態 の ま ま で 徐 々 に 車 速 を 上 げ な が ら の 走 行 と な り 、 こ れ に
伴 っ て エ ン ジ ン ト ル ク が 緩 勾 配 に て 上 昇 す る 。 車 速 が 第 １ 設 定 車 速 VSP1以 上 と な る 時 刻 T8
か ら は 、 第 ２ ク ラ ッ チ CL2が 完 全 締 結 さ れ 、 そ の 後 、 車 速 を ほ ぼ 第 １ 設 定 車 速 VSP1に 維 持
し た ま ま の 走 行 が 確 保 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 実 施 例 １ の 通 信 異 常 対 応 制 御 装 置 に お い て 、 通 信 異 常 対 応 制 御 手 段 は 、 EVモ ー ド で の 走
行 中 に 通 信 異 常 を 検 出 し た 場 合 で あ っ て 、 車 速 が 車 両 の イ ナ ー シ ャ で エ ン ジ ン Ｅ の 始 動 が
可 能 な 第 ２ 設 定 車 速 VSP2以 上 の 場 合 、 第 ２ ク ラ ッ チ CL2は 締 結 を 維 持 し 、 開 放 さ れ て い る
第 １ ク ラ ッ チ CL1を 徐 々 に 締 結 し て エ ン ジ ン Ｅ を す り 上 げ 始 動 し 、 エ ン ジ ン 始 動 後 、 ア イ
ド ル 制 御 へ 移 行 す る 。
し た が っ て 、 EVモ ー ド で の モ ー タ 走 行 中 に 全 て の コ ン ト ロ ー ラ １ ， ２ ， ５ ， ７ ， １ ０ 間 が
通 信 不 能 と な る 通 信 異 常 と な っ て も 、 車 両 の イ ナ ー シ ャ で エ ン ジ ン Ｅ を 始 動 さ せ 、 エ ン ジ
ン Ｅ の ク リ ー プ ト ル ク で 走 行 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 実 施 例 １ の 通 信 異 常 対 応 制 御 装 置 に お い て 、 通 信 異 常 対 応 制 御 手 段 は 、 EVモ ー ド で の 走
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行 中 に 通 信 異 常 を 検 出 し た 場 合 で あ っ て 、 車 速 が 車 両 の イ ナ ー シ ャ で エ ン ジ ン Ｅ の 始 動 が
可 能 な 第 ２ 設 定 車 速 VSP2未 満 の 場 合 、 車 両 を 停 止 し 、 車 両 停 止 後 、 第 １ ク ラ ッ チ CL1を 締
結 し 、 第 ２ ク ラ ッ チ CL2を 開 放 し 、 車 両 停 止 後 、 両 ク ラ ッ チ CL1,CL2の 切 り 替 わ り 時 間 を 経
過 し た ら 、 モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ ト ル ク を 発 生 し て エ ン ジ ン Ｅ を 始 動 し 、 エ ン ジ ン 始 動 を 判
定 し た ら モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ ト ル ク を 発 電 ト ル ク に 移 行 し 、 エ ン ジ ン Ｅ は ア イ ド ル 制 御 へ
移 行 し 、 そ の 後 、 第 ２ ク ラ ッ チ CL2を ス リ ッ プ 締 結 に よ る 半 ク ラ ッ チ と す る 。
し た が っ て 、 停 車 中 は 通 信 不 能 に な っ て か ら の 経 過 時 間 で 、 モ ー タ 走 行 中 に 通 信 不 能 と な
っ た 場 合 は 車 両 が 停 止 し て か ら の 経 過 時 間 で 両 ク ラ ッ チ CL1,CL2と モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ MG
の 作 動 に タ イ ミ ン グ を 合 わ せ て エ ン ジ ン Ｅ を 始 動 さ せ 、 エ ン ジ ン 始 動 後 は 第 ２ ク ラ ッ チ CL
2が 半 ク ラ ッ チ 状 態 に な る の で 、 ク リ ー プ で の 発 進 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 次 に 、 効 果 を 説 明 す る 。
実 施 例 １ の ハ イ ブ リ ッ ド 車 両 の 通 信 異 常 対 応 制 御 装 置 に あ っ て は 、 下 記 に 列 挙 す る 効 果 を
得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 (1) 走 行 モ ー ド と し て 、 エ ン ジ ン Ｅ を 動 力 源 に 含 む HEVモ ー ド と 、 モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ M
Gの み を 動 力 源 と す る EVモ ー ド と 、 を 有 し 、 少 な く と も 、 前 記 エ ン ジ ン Ｅ を 制 御 す る エ ン
ジ ン コ ン ト ロ ー ラ １ と 、 前 記 モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ MGを 制 御 す る モ ー タ コ ン ト ロ ー ラ ２ と 、
前 記 各 コ ン ト ロ ー ラ １ ， ２ へ の 指 令 値 を 演 算 す る 統 合 コ ン ト ロ ー ラ １ ０ と 、 の 間 の 情 報 交
換 を 通 信 で 行 う ハ イ ブ リ ッ ド 車 両 に お い て 、 前 記 統 合 コ ン ト ロ ー ラ １ ０ か ら 各 コ ン ト ロ ー
ラ １ ， ２ へ の 情 報 伝 達 が 不 能 と な る 通 信 異 常 を 検 出 す る 通 信 異 常 検 出 手 段 と 、 通 信 異 常 検
出 時 、 前 記 統 合 コ ン ト ロ ー ラ １ ０ か ら の 指 令 に 代 え 、 各 コ ン ト ロ ー ラ １ ， ２ か ら の 独 立 し
た 指 令 に よ り 、 HEVモ ー ド を 選 択 し 、 前 記 モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ MGに よ り シ ス テ ム 動 作 を 維
持 で き る 発 電 ト ル ク を 発 生 し つ つ 、 前 記 エ ン ジ ン Ｅ の 制 御 に よ り 走 行 に 必 要 な ク リ ー プ ト
ル ク を 発 生 す る 通 信 異 常 対 応 制 御 手 段 と 、 を 設 け た た め 、 統 合 コ ン ト ロ ー ラ １ ０ か ら 各 コ
ン ト ロ ー ラ １ ， ２ へ の 情 報 伝 達 が 不 能 と な る 通 信 異 常 時 、 電 力 供 給 と ク リ ー プ ト ル ク の 発
生 に よ り 、 エ ン ジ ン 燃 料 が 無 く な る ま で 走 行 を 確 保 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 (2) 前 記 ハ イ ブ リ ッ ド 車 両 は 、 エ ン ジ ン Ｅ と モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ MGと の 間 に 第 １ ク ラ ッ
チ CL1を 介 装 し 、 前 記 モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ MGと 駆 動 輪 RL,RRと の 間 に 第 ２ ク ラ ッ チ CL2を 介
装 し て ハ イ ブ リ ッ ド 駆 動 系 を 構 成 し 、 走 行 モ ー ド と し て 、 前 記 第 １ ク ラ ッ チ CL1を 締 結 す
る HEVモ ー ド と 、 前 記 第 １ ク ラ ッ チ CL1を 開 放 す る EVモ ー ド と 、 を 有 し 、 前 記 エ ン ジ ン Ｅ を
制 御 す る エ ン ジ ン コ ン ト ロ ー ラ １ と 、 前 記 モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ MGを 制 御 す る モ ー タ コ ン ト
ロ ー ラ ２ と 、 前 記 第 １ ク ラ ッ チ CL1及 び 第 ２ ク ラ ッ チ CL2の 締 結 ・ 開 放 を 制 御 す る 第 １ ク ラ
ッ チ コ ン ト ロ ー ラ ５ 及 び Ａ Ｔ コ ン ト ロ ー ラ ７ と 、 前 記 各 コ ン ト ロ ー ラ １ ， ２ ， ５ ， ７ へ の
指 令 値 を 演 算 す る 統 合 コ ン ト ロ ー ラ １ ０ と 、 の 間 の 情 報 交 換 を Ｃ Ａ Ｎ 通 信 で 行 い 、 通 信 異
常 対 応 制 御 手 段 は 、 HEVモ ー ド で の 走 行 中 に 通 信 異 常 を 検 出 し た 場 合 で あ っ て 、 エ ン ジ ン
回 転 数 が ア イ ド ル 制 御 回 転 数 を 超 え て い る 場 合 、 モ ー タ コ ン ト ロ ー ラ ２ か ら は シ ス テ ム 動
作 を 維 持 で き る 発 電 ト ル ク を 得 る 指 令 を 出 力 し 、 エ ン ジ ン コ ン ト ロ ー ラ １ か ら は 発 電 ト ル
ク を 超 え る ク リ ー プ ト ル ク を 発 生 す る 指 令 を 出 力 し 、 第 １ ク ラ ッ チ コ ン ト ロ ー ラ ５ か ら は
第 １ ク ラ ッ チ CL1の 締 結 を 維 持 す る 指 令 を 出 力 し 、 Ａ Ｔ コ ン ト ロ ー ラ ７ か ら は 第 ２ ク ラ ッ
チ CL2の 締 結 を 維 持 す る 指 令 を 出 力 す る た め 、 エ ン ジ ン Ｅ を 動 力 源 に 含 む HEVモ ー ド で の 走
行 中 に 通 信 異 常 を 検 出 し た 場 合 に は 、 第 １ ク ラ ッ チ CL1と 第 ２ ク ラ ッ チ CL2を 締 結 す る HEV
モ ー ド を 維 持 し た ま ま で 、 モ ー タ コ ン ト ロ ー ラ ２ か ら の 発 電 ト ル ク 指 令 に よ り 12V電 力 を
供 給 し 続 け な が ら 、 エ ン ジ ン コ ン ト ロ ー ラ １ か ら の ク リ ー プ ト ル ク 指 令 に よ り エ ン ジ ン 燃
料 が 無 く な る ま で 走 行 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 (3) 前 記 通 信 異 常 対 応 制 御 手 段 は 、 通 信 異 常 対 応 制 御 で の 走 行 中 、 ブ レ ー キ 操 作 に 伴 い
車 速 が ア イ ド ル 制 御 回 転 数 を 維 持 す る 第 １ 設 定 車 速 VSP1未 満 に な っ た 場 合 、 第 ２ ク ラ ッ チ
CL2を ス リ ッ プ 締 結 に よ る 半 ク ラ ッ チ と し 、 エ ン ジ ン 回 転 数 を ア イ ド ル 制 御 回 転 数 に 維 持

10

20

30

40

50

(16) JP 2007-168564 A 2007.7.5



す る ア イ ド ル 制 御 を 行 い 、 ブ レ ー キ 操 作 解 除 に 伴 い 車 速 が ア イ ド ル 制 御 回 転 数 を 維 持 す る
第 １ 設 定 車 速 VSP1以 上 に な っ た ら 第 ２ ク ラ ッ チ CL2を 半 ク ラ ッ チ か ら 完 全 締 結 に 復 帰 す る
た め 、 通 信 異 常 対 応 制 御 で の 走 行 中 、 低 車 速 で 第 ２ ク ラ ッ チ CL2を 半 ク ラ ッ チ に す る こ と
に よ り 、 ブ レ ー キ 操 作 に よ り 車 両 が 完 全 に 停 止 し て も エ ン ジ ン Ｅ が ア イ ド ル 制 御 回 転 数 を
維 持 す る こ と が で き 、 ブ レ ー キ 操 作 を 解 除 す る と 、 再 び エ ン ジ ン ト ル ク に よ り 走 り 出 す こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
　 (4) 前 記 通 信 異 常 対 応 制 御 手 段 は 、 EVモ ー ド で の 走 行 中 に 通 信 異 常 を 検 出 し た 場 合 で あ
っ て 、 車 速 が 車 両 の イ ナ ー シ ャ で エ ン ジ ン Ｅ の 始 動 が 可 能 な 第 ２ 設 定 車 速 VSP2以 上 の 場 合
、 第 ２ ク ラ ッ チ CL2は 締 結 を 維 持 し 、 開 放 さ れ て い る 第 １ ク ラ ッ チ CL1を 徐 々 に 締 結 し て エ
ン ジ ン Ｅ を す り 上 げ 始 動 し 、 エ ン ジ ン 始 動 後 、 ア イ ド ル 制 御 へ 移 行 す る た め 、 EVモ ー ド で
の モ ー タ 走 行 中 に 全 て の コ ン ト ロ ー ラ １ ， ２ ， ５ ， ７ ， １ ０ 間 が 通 信 不 能 と な る 通 信 異 常
と な っ て も 、 車 両 の イ ナ ー シ ャ で エ ン ジ ン Ｅ を 始 動 さ せ 、 エ ン ジ ン Ｅ の ク リ ー プ ト ル ク で
走 行 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ０ ０ 】
　 (5) 前 記 通 信 異 常 対 応 制 御 手 段 は 、 EVモ ー ド で の 走 行 中 に 通 信 異 常 を 検 出 し た 場 合 で あ
っ て 、 車 速 が 車 両 の イ ナ ー シ ャ で エ ン ジ ン Ｅ の 始 動 が 可 能 な 第 ２ 設 定 車 速 VSP2未 満 の 場 合
、 車 両 を 停 止 し 、 車 両 停 止 後 、 第 １ ク ラ ッ チ CL1を 締 結 し 、 第 ２ ク ラ ッ チ CL2を 開 放 し 、 車
両 停 止 後 、 両 ク ラ ッ チ CL1,CL2の 切 り 替 わ り 時 間 を 経 過 し た ら 、 モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ ト ル
ク を 発 生 し て エ ン ジ ン Ｅ を 始 動 し 、 エ ン ジ ン 始 動 を 判 定 し た ら モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ ト ル ク
を 発 電 ト ル ク に 移 行 し 、 エ ン ジ ン Ｅ は ア イ ド ル 制 御 へ 移 行 し 、 そ の 後 、 第 ２ ク ラ ッ チ CL2
を ス リ ッ プ 締 結 に よ る 半 ク ラ ッ チ と す る た め 、 停 車 中 は 通 信 不 能 に な っ て か ら の 経 過 時 間
で 、 モ ー タ 走 行 中 に 通 信 不 能 と な っ た 場 合 は 車 両 が 停 止 し て か ら の 経 過 時 間 で 両 ク ラ ッ チ
CL1,CL2と モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ MGの 作 動 に タ イ ミ ン グ を 合 わ せ て エ ン ジ ン Ｅ を 始 動 さ せ 、
エ ン ジ ン 始 動 後 は 第 ２ ク ラ ッ チ CL2が 半 ク ラ ッ チ 状 態 に な る の で 、 ク リ ー プ で の 発 進 が 可
能 と な る 。
【 ０ １ ０ １ 】
　 以 上 、 本 発 明 の ハ イ ブ リ ッ ド 車 両 の 通 信 異 常 対 応 制 御 装 置 を 実 施 例 １ に 基 づ き 説 明 し て
き た が 、 具 体 的 な 構 成 に つ い て は 、 こ の 実 施 例 １ に 限 ら れ る も の で は な く 、 特 許 請 求 の 範
囲 の 各 請 求 項 に 係 る 発 明 の 要 旨 を 逸 脱 し な い 限 り 、 設 計 の 変 更 や 追 加 等 は 許 容 さ れ る 。
【 ０ １ ０ ２ 】
　 実 施 例 １ で は 、 通 信 異 常 対 応 制 御 手 段 と し て 、 エ ン ジ ン と モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ と 第 １ ク
ラ ッ チ と 第 ２ ク ラ ッ チ を 制 御 す る 例 を 示 し た が 、 ク ラ ッ チ が １ 個 の ハ イ ブ リ ッ ド シ ス テ ム
で は 、 エ ン ジ ン と モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ と ク ラ ッ チ と を 制 御 す れ ば 良 い し 、 ク ラ ッ チ 無 し の
ハ イ ブ リ ッ ド シ ス テ ム で は 、 エ ン ジ ン と モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ と を 制 御 す れ ば 良 い 。 要 す る
に 、 通 信 異 常 対 応 制 御 手 段 は 、 通 信 異 常 検 出 時 、 統 合 コ ン ト ロ ー ラ か ら の 指 令 に 代 え 、 各
コ ン ト ロ ー ラ か ら の 独 立 し た 指 令 に よ り 、 HEVモ ー ド を 選 択 し 、 モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ に よ
り シ ス テ ム 動 作 を 維 持 で き る 発 電 ト ル ク を 発 生 し つ つ 、 エ ン ジ ン の 制 御 に よ り 走 行 に 必 要
な ク リ ー プ ト ル ク を 発 生 す る も の で あ れ ば 実 施 例 １ に 限 ら れ る こ と は な い 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ １ ０ ３ 】
　 実 施 例 １ で は 、 後 輪 駆 動 の ハ イ ブ リ ッ ド 車 両 へ の 適 用 例 を 示 し た が 、 前 輪 駆 動 の ハ イ ブ
リ ッ ド 車 両 や 四 輪 駆 動 の ハ イ ブ リ ッ ド 車 両 へ も 適 用 で き る 。 実 施 例 １ で は 、 第 ２ ク ラ ッ チ
と し て 自 動 変 速 機 に 内 蔵 さ れ た ク ラ ッ チ を 利 用 す る 例 を 示 し た が 、 モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ と
変 速 機 と の 間 に 第 ２ ク ラ ッ チ を 追 加 し て 介 装 し た り 、 ま た は 、 変 速 機 と 駆 動 輪 と の 間 に 第
２ ク ラ ッ チ を 追 加 し て 介 装 （ 例 え ば 、 特 開 ２ ０ ０ ２ － １ ４ ４ ９ ２ １ 号 公 報 参 照 ） し て も 良
い 。 さ ら に は 、 第 １ ク ラ ッ チ （ エ ン ジ ン ク ラ ッ チ ） の み を 持 つ ハ イ ブ リ ッ ド 車 両 に も 適 用
で き る し 、 第 １ ク ラ ッ チ 及 び 第 ２ ク ラ ッ チ を 持 た ず ハ イ ブ リ ッ ド 走 行 モ ー ド と 電 気 自 動 車
走 行 モ ー ド を 達 成 す る ハ イ ブ リ ッ ド 車 両 に も 適 用 で き る 。 要 す る に 、 走 行 モ ー ド と し て 、
エ ン ジ ン を 動 力 源 に 含 む ハ イ ブ リ ッ ド 車 走 行 モ ー ド と 、 モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ の み を 動 力 源
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と す る 電 気 自 動 車 走 行 モ ー ド と 、 を 有 し 、 少 な く と も 、 エ ン ジ ン を 制 御 す る エ ン ジ ン コ ン
ト ロ ー ラ と 、 モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ を 制 御 す る モ ー タ コ ン ト ロ ー ラ と 、 各 コ ン ト ロ ー ラ へ の
指 令 値 を 演 算 す る 統 合 コ ン ト ロ ー ラ と 、 の 間 の 情 報 交 換 を 通 信 で 行 う ハ イ ブ リ ッ ド 車 両 で
あ れ ば 適 用 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ １ ０ ４ 】
【 図 １ 】 実 施 例 １ の 通 信 異 常 対 応 制 御 装 置 が 適 用 さ れ た 後 輪 駆 動 の ハ イ ブ リ ッ ド 車 両 を 示
す 全 体 シ ス テ ム 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 実 施 例 １ の 統 合 コ ン ト ロ ー ラ に お け る 演 算 処 理 プ ロ グ ラ ム を 示 す 制 御 ブ ロ ッ ク 図
で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ の 目 標 駆 動 力 演 算 部 に て 目 標 駆 動 力 演 算 に 用 い ら れ る 目 標 駆 動 力 マ ッ プ の 一
例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ２ の モ ー ド 選 択 部 に て 目 標 モ ー ド の 選 択 に 用 い ら れ る 目 標 モ ー ド マ ッ プ の 一 例
を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ２ の 目 標 充 放 電 演 算 部 に て 目 標 充 放 電 電 力 の 演 算 に 用 い ら れ る 目 標 充 放 電 量 マ
ッ プ の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ２ の 動 作 点 指 令 部 に て 各 動 作 点 を 決 め る 演 算 処 理 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る
。
【 図 ７ 】 図 ６ の 目 標 自 動 変 速 シ フ ト 演 算 ス テ ッ プ に て 用 い ら れ る シ フ ト マ ッ プ の 一 例 を 示
す 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ６ の 目 標 エ ン ジ ン ト ル ク 演 算 ス テ ッ プ に て 用 い ら れ る エ ン ジ ン 回 転 数 に 対 す る
最 大 エ ン ジ ン ト ル ク マ ッ プ の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 実 施 例 １ の エ ン ジ ン コ ン ト ロ ー ラ に て 実 行 さ れ る 通 信 異 常 対 応 エ ン ジ ン 制 御 処 理
の 流 れ を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 １ ０ 】 実 施 例 １ の モ ー タ コ ン ト ロ ー ラ に て 実 行 さ れ る 通 信 異 常 対 応 モ ー タ ジ ェ ネ レ ー
タ 制 御 処 理 の 流 れ を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 １ １ 】 実 施 例 １ の Ａ Ｔ コ ン ト ロ ー ラ 及 び 第 １ ク ラ ッ チ コ ン ト ロ ー ラ に て 実 行 さ れ る 通
信 異 常 対 応 ク ラ ッ チ 制 御 処 理 の 流 れ を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 １ ２ 】 エ ン ジ ン 走 行 中 の 通 信 異 常 時 に お け る モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ 回 転 数 ・ エ ン ジ ン ト
ル ク ・ 車 速 ・ モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ ト ル ク の 各 動 作 を 示 す タ イ ム チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 １ ３ 】 モ ー タ 走 行 中 の 通 信 異 常 時 に お け る モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ 回 転 数 ・ エ ン ジ ン ト ル
ク ・ 車 速 ・ モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ ト ル ク の 各 動 作 を 示 す タ イ ム チ ャ ー ト で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ １ ０ ５ 】
Ｅ 　 エ ン ジ ン
FW　 フ ラ イ ホ イ ー ル
CL1　 第 １ ク ラ ッ チ
MG　 モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ
CL2　 第 ２ ク ラ ッ チ
AT　 自 動 変 速 機
PS　 プ ロ ペ ラ シ ャ フ ト
DF　 デ ィ フ ァ レ ン シ ャ ル
DSL　 左 ド ラ イ ブ シ ャ フ ト
DSR　 右 ド ラ イ ブ シ ャ フ ト
RL　 左 後 輪 （ 駆 動 輪 ）
RR　 右 後 輪 （ 駆 動 輪 ）
FL　 左 前 輪
FR　 右 前 輪
１ 　 エ ン ジ ン コ ン ト ロ ー ラ
２ 　 モ ー タ コ ン ト ロ ー ラ
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３ 　 イ ン バ ー タ
４ 　 バ ッ テ リ
５ 　 第 １ ク ラ ッ チ コ ン ト ロ ー ラ
６ 　 第 １ ク ラ ッ チ 油 圧 ユ ニ ッ ト
７ 　 Ａ Ｔ コ ン ト ロ ー ラ
８ 　 第 ２ ク ラ ッ チ 油 圧 ユ ニ ッ ト
９ 　 ブ レ ー キ コ ン ト ロ ー ラ
１ ０ 　 統 合 コ ン ト ロ ー ラ
100　 目 標 駆 動 力 演 算 部
200　 モ ー ド 選 択 部
300　 目 標 充 放 電 演 算 部
400　 動 作 点 指 令 部
500　 変 速 制 御 部
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